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黄金色のスカイロードで秋を満喫！　～ふるさと秩父まつり～

［主な内容］
● 特集「秩父夜祭」
● ふるさと納税によるご寄附のご紹介
● ペットは愛情を持って正しく飼っていますか？
● 受講生募集! ｢温もり観光ガイド｣ 養成講座
● 秩父市のバランスシート

 [秩父市議会だより第14号]

［市の人口］
70,492人
男=34,485人
女=36,007人
前月比－29人

［世帯数］
26,372世帯
前月比＋2世帯

平成20年10月１日現在
（人口・世帯数は
外国人登録を含む）

発行所　秩父市役所　電話 0494－22－2211（代表）
　　　　〒368－8686  埼玉県秩父市熊木町 8 番15号



2008年11月号 ❷

駐車料金
大
型
車　
　
　
　
　

５
，
０
０
０
円

マ
イ
ク
ロ
バ
ス　
　

３
，
０
０
０
円

普
通
車
（
二
輪
車
を
含
む
）  

５
０
０
円

各駐車場の収容台数
①
秩
父
第
一
中
学
校　

○

普
４
０
０
台

②
西
小
学
校　
　
　
　

○

普
３
０
０
台

③
花
の
木
小
学
校　
　

○

普
３
０
０
台

④
秩
父
第
二
中
学
校　

○

普
４
５
０
台

⑤
南
小
学
校　
　
　
　

○

普
２
５
０
台

⑥
秩
父
第
一
小
学
校　

○

大

１
２
０
台

⑦
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク　

○

大　

７
５
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

普
５
０
０
台

⑧
尾
田
蒔
小
学
校　
　

○

普
１
５
０
台

⑨
尾
田
蒔
中
学
校　
　

○

普
３
０
０
台

（○

普
は
普
通
車
、○

大

は
大
型
バ
ス
）

※
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
お
よ
び
尾
田
蒔
小
学
校

か
ら
ベ
ル
ク
公
園
橋
店
ま
で
と
、
秩
父
第

一
中
学
校
か
ら
市
立
病
院
ま
で
の
間
を

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

　

な
お
、
道
の
駅
ち
ち
ぶ
で
は
、
屋
外

販
売
を
行
う
た
め
、
12
月
３
日
㈬
は
駐

車
場
を
閉
鎖
し
ま
す
。

　

秩
父
を
訪
れ
た
観
光
客
の
方
々
に
、

秩
父
夜
祭
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
繰
り
返
し
秩
父
を
訪
問
し
て
い

た
だ
く
た
め
、「
ま
つ
り
価
格
」
の
自

粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
秩
父
ま
つ
り
対
策
本
部
事
務
局
（
産

業
観
光
部
観
光
振
興
課
内
）

☎
25

－

５
２
０
９

☎
22

－

２
２
１
１
（
内
線
２
５
３
２
）

本町屋台（曳き踊り） 下
し た ご う

郷笠鉾 中
な か ち か

近笠鉾

宮地屋台（屋台芝居）

上町屋台（左）　　中町屋台（右）

お旅所に到着した笠鉾・屋台

里
に
轟と

ど
ろ

く
屋
台
囃
子
の
音
。

す
れ
違
い
行
く
粋い

き

な
揃
い
半は

ん
て
ん纏
。

夜
空
を
彩
る
大
輪
の
花
火
。

闇
夜
を
照
ら
す
提ち

ょ
う
ち
ん灯

の
火
を
揺
ら
し
て
、

そ
の
重
さ
で
車
輪
を
軋き

し

ま
せ
な
が
ら
、

秩
父
の
街
並
み
を
進
む
豪
華
絢
爛
な
笠
鉾
・
屋
台
―
―

秩
父
夜
祭
が
今
年
も
、
も
う
す
ぐ
…

冬
の
始
ま
り
に
、

秩
父
が
最
も
熱
く
な
る
日
。

秩父夜祭

「
ま
つ
り
価
格
」の

　

自
粛
を
お
願
い
し
ま
す

臨
時
駐
車
場
を

　
　

設
置
し
ま
す

12月
　３日

〔特　集〕

市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。
なお、市役所総合窓口、吉田・大滝・荒川総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。



❸
今月号26ページの「“おもてなし”のためのたび案内　－観光ひとくちメモ－」では、

秩父神社例大祭を中心にご紹介しています。ぜひご覧ください！

Q　

夜
祭
の
出
店
は
ど
の
く
ら
い
の
数

な
の
？

A　

毎
年
約
１
０
０
０
件
近
く
出
ま
す
。

Q　

な
ん
で
尺
玉
花
火
の
発
射
位
置
だ

け
離
れ
て
い
る
の
?

A　

花
火
の
大
き
さ
（
発
射
筒
の
口

径
）
に
よ
り
、
安
全
確
保
の
た
め
の
保

安
距
離
が
異
な
り
ま
す
。
大
き
な
尺
玉

は
、
国
道
や
線
路
等
を
避
け
て
、
よ
り

長
い
保
安
距
離
が
必
要
な
の
で
、
発
射

場
所
が
ず
れ
て
い
ま
す
。

Q　

夜
祭
警
備
の
た
め
に
警
察
官
は
何

人
く
ら
い
応
援
に
来
る
の
?

A　

県
警
本
部
や
県
内
の
各
警
察
署
か

ら
毎
年
６
０
０
人
ほ
ど
が
来
ま
す
。
こ

の
他
に
、消
防
団
員
約
４
７
０
人
、警
備

員
約
１
５
０
人
も
警
備
に
従
事
し
ま
す
。

Q　

団
子
坂
手
前
の
踏
切
を
笠
鉾
・
屋

台
が
通
過
す
る
時
に
、
秩
父
鉄
道
の
架

線
を
取
り
外
す
の
は
ほ
ん
と
う
?

A　

こ
の
踏
切
の
架
線
は
、
取
り
外
し

が
可
能
で
、
笠
鉾
・
屋
台
が
踏
切
を

通
り
、
団
子
坂
を
曳
き
上
げ
ら
れ
る
と
、

再
度
つ
な
げ
て
電
車
を
通
し
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
曳
き
下
ろ
し
の
際
に
も
、
架

線
を
外
し
て
、
山
車
を
通
過
さ
せ
ま
す
。

Q　

笠
鉾
・
屋
台
が
曳
き
廻
さ
れ
る
時

に
、
道
路
の
信
号
機
が
横
を
向
く
っ
て

ほ
ん
と
う
?

A　

笠
鉾
・
屋
台
が
下
を
通
る
信
号
機

は
、
安
定
的
に
横
を
向
け
る
可
動
式
の

構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
横
に
向
け
た

信
号
機
は
、
笠
鉾
・
屋
台
が
通
過
し
た

深
夜
に
戻
さ
れ
ま
す
。

'''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''''

地場産センターの催し　　　　 ①
●秩父路の土産品展示即売会
●秩父織物展示即売会
　１～２日午前９時30分～午後６時
　３日午前９時30分～午後11時30分
　４日午前８時30分～午後６時
　５～６日午前９時30分～午後５時30分
●秩父夜祭写真コンクール秀作展
　１～６日午前10時～午後６時（６日：～午後４時）

笠鉾・屋台の曳き廻し
２日屋台４町のみ
　正午～午後４時30分、午後６時～８時
　（一部午前から）
　各屋台収蔵庫・会所～大通り～秩父神社など
３日午前９時～４日午前未明
　各笠鉾・屋台収蔵庫・会所～大通り～秩父神社
　～秩父公園（お旅所）など

秩父郷土芸能公開　　　　 　　②
●西武秩父駅前 

　２日午後４時～６時、３日午前10時～午後５時 

●秩父鉄道秩父駅前 

　３日午前10時～午後３時30分 

●矢尾百貨店第１駐車場 

　３日午前11時～午後４時

屋台曳き踊り（宮地・上町・中町・本町）
２日正午～午後４時 

３日午前９時30分～午後１時

　各屋台会所～大通り～秩父神社など

秩父神社神楽　　　　　　　　 ⑤

２、３、６日各日午前10時～

花火打ち上げ
２日午後７時～８時ごろ 
競技花火と観光スターマイン大会 
３日午後７時30分～10時（打上会場：羊山公園）

屋台芝居（当番：宮地屋台） ③
２日正午～午後２時30分ごろ

（宮地屋台収蔵庫前）
３日午後０時30分～３時

（秩父神社境内）

道の駅ちちぶ 秩父路の土産品即売会　⑥

３日午前９時30分～午後11時30分

本町屋台飾置　　　　　　　 ⑧
４日午前９時～午後３時（秩父神社）

秩父歌舞伎（秩父歌舞伎正和会）　④
●おねり（歌舞伎道中）
　３日午後３時ごろ～３時30分ごろ
　　秩父神社→矢尾百貨店まで
●公演　３日午後４時30分ごろ～６時ごろ

おらが自慢特産くらべ
　秩父観光土産品展示即売会　 ⑦

３日午前９時～午後11時（市民会館）

秩
父
夜
祭　

一
問
一
答

上町キーワード

「軒が広い大屋根、
鯉の滝登りの後ろ幕」

中町キーワード

「巨大な鬼
お に い た

板、
海魚の後ろ幕」

本町キーワード

「“だるま”、
宝船の後ろ幕」

中近キーワード

「八棟の屋根、
宮殿風の造り」

下郷キーワード

「白木造り、
二層の屋根」

宮地キーワード

「中国の霊獣、
“猩

しょうじょう

猩”の後ろ幕」

笠鉾・屋台の見分け方キーワード

※開催期日・時間等は変更となる場合
があります。



2008年11月号 ❹

　

ご
寄
附
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う
な
一

言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ご寄附をいただいた方

島田重夫様（千葉県在住） 50,000円

菅野二郎様（東京都在住） 30,000円

匿名希望様（東京都在住） 380,000円

匿名希望様（埼玉県在住） 50,000円

匿名希望様（東京都在住） 20,000円

匿名希望様（東京都在住） 5,000円

匿名希望様（東京都在住） 30,000円

匿名希望様（神奈川県在住） 100,000円

　

こ
の
寄
附
金
は
、
ご
寄
附
い
た
だ
い

た
方
の
希
望
さ
れ
た
「
お
品
書
き
」（
使

い
道
）
に
沿
っ
た
事
業
の
財
源
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
お
品
書
き
」（
使
い
道
）

○
お
も
て
な
し
の
心
で
迎
え
る
秩
父
づ
く
り

　

３
件　

１
２
０
，
０
０
０
円

○
住
み
た
く
な
る
秩
父
づ
く
り

　

１
件　

１
０
０
，
０
０
０
円

○
使
い
道
は
お
ま
か
せ

　

４
件　

４
４
５
，
０
０
０
円

　

こ
れ
か
ら
も
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
、

多
く
の
方
か
ら
の
寄
附
を
募
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

も
、
市
報
ち
ち
ぶ
７
月
号
５
ペ
ー
ジ
お

よ
び
19
・
20
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
「
ふ

る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
名
刺
」や「
紹
介
カ
ー

ド
」
な
ど
を
活
用
し
て
、
ぜ
ひ
Ｐ
Ｒ
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
創
造
課
☎
22

－

２
８
２
３

菅
野
二
郎
様
：
秩
父
に
は
、
東
京
都
荒

川
区
の
元
教
育
長
と
し
て
旧
荒
川
村
と

交
流
を
始
め
た
ご
縁
、
息
子
が
聖
地
公

園
に
眠
っ
て
い
る
ご
縁
が
あ
り
ま
す
。

育
て
て
い
た
だ
い
た
町
内
の
皆
さ
ん
、

小
中
学
校
の
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

ど
こ
へ
住
ん
で
い
て
も
気
持
ち
は　

〝
Ｉ 

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ 

秩
父
〞
で
す
。

父
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
観
光

で
も
よ
く
訪
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
に
よ
り

広
く
寄
附
を
募
っ
て
い
ま
す
が
、
９
月
末
現
在
、

８
件
６
６
５
，０
０
０
円
の
温
か
い
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
は
、
秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
週
間
と
な
り
ま
す
。

特
に
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
空
気
が
乾

燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
時
期
、
秩

父
市
消
防
団
で
は
夜
間
巡
視
を
強
化
す

る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
安
心
安
全
を
守
る

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

秩
父
市
消
防
団

　
　

ガ
ン
バ
っ
て
い
ま
す

　

市
消
防
団

で
は
、
も
し

も
の
時
に
備

え
て
、
日
ご

ろ
か
ら
火
災

予
防
広
報
や

訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
普
段
か

ら
の
積
み
重

ね
に
よ
り
、
当
市
消
防
団
の
消
防
操
法

技
術
は
非
常
に
高
く
、
８
月
に
行
わ
れ

た
秩
父
地
域
の
操
法
大
会
で
は
、
第
二

方
面
隊
第
一
部
隊
が
優
勝
し
、
大
滝
荒

川
方
面
隊
第
三
部
隊
が
３
位
に
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

消
防
団
に

　
　

入
団
し
ま
せ
ん
か
？

　

消
防
団
で
は
消
防
団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
18
歳
以
上
で
心
身
と
も
に
健

康
な
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
入
団

で
き
ま
す
。
一
緒
に
地
域
の
安
心
安
全

を
守
り
ま
せ
ん
か
？ 

興
味
を
持
た
れ
た

方
は
、
お
近
く
の
消
防

団
員
や
消
防
団
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
秩
父
市
消
防
団
事
務
局

　

☎
21

－

０
１
２
７

平
成
20
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
火
の
し
ま
つ

君
が
し
な
く
て

誰
が
す
る
」

ご寄附
ありがとうございました
　次の方から、社会福祉の
ためにご寄附をいただきま
した。温かな善意に感謝し、
ご紹介します。（平成 20 年
9月）
▼５日、秩父鉄道株式会社
（荒舩重敏代表取締役社
長）様から 100,000 円

秩父地域操法大会の様子



❺

秋が深まり、街中の木々も色づく美しい季
節となりました。この秋、各地で開かれた多
くのイベントに私も参加しましたが、約12万
人を集めた「ふるさと秩父まつり」など、大
盛況となった行事が目に付きました。
大滝地区では10月下旬から紅葉まつりが開

催され、市の木であるカエデの鮮やかな紅葉
が渓谷美に映えて、大勢の観光客の感動を呼
んでいました。荒川地区では「第２回そばの
花見まつり」が行われました。武甲山を背景
に満開のそばの花畑が広がり、その景色を眺
めながら味わうそばの味は格別で、10日間で
約１万人もの人にお越しいただき、連日完売
となりました。また、吉田地区で行われた今
年の龍勢祭は、過去最高の10万3,900人の賑わ
いとなりました。昨年は残念な事故がありま
したが、見物に来た方に安心して楽しんでも
らえるよう、関係者が今まで以上の安全対策
に取り組んだ結果だと思っています。ほかに
も、萩平歌舞伎の公演、各公民館の文化祭に
も参加したところ、市民が作り上げた素晴し
い芸術作品に触れ、芸術の秋を堪能すること
ができました。
このような各地のイベントの盛り上がりは、

やはり秩父市の合併効果が大きいと感じてい
ます。市域が広がり、新たな市民同士の結び
つきができたのと同時に、大きくなった秩父
市が都会にも強くアピールできるようになっ
たという効果が、着実に出ているのだと思い
ます。
そして、いよいよ秩父夜祭が近づいてきま

した。国には観光庁が発足し、外国からの観
光客を誘致して、日本への観光客を２千万人
まで増やそうと計画しています。私は、外国
からの観光客が秩父市にもたくさん来ていた
だけるといいなあと心に描いています。いず
れは、国指定文化財でもあるこの秩父夜祭を、
ユネスコの世界無形文化遺産に登録して、世
界中からの観光客に秩父の文化を体験してほ
しいという夢を抱いています。

秩父市長

　

市
で
は
、「
子
育
て
支
援
・
元
気
長

寿
の
ま
ち
」
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
、

お
子
さ
ん
と
と
も
に
音
楽
や
ク
ラ
フ
ト

を
楽
し
む
「
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
初
め
て
開
催
し
ま
す
。
親
子
が

ふ
れ
あ
う
素
敵
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
？

と　

き　

12
月
14
日
㈰
午
後
０
時
30
分

開
場
、
１
時
開
演

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

内　

容

○
親
子
で
作
ろ
う
「
か
ん
た
ん
ラ
ン
プ

シ
ェ
ー
ド
」

※
ち
ち
ぶ
育
児
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
☆
ほ
し

う
さ
ぎ
の
皆
さ
ん
の
指
導
に
よ
る
簡

単
工
作
で
す
。
作
品
は
コ
ン
サ
ー
ト

会
場
を
飾
っ
た
後
、
お
土
産
に
お
持

ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

○
薗
田
真
木
子
さ
ん
コ
ン
サ
ー
ト

※
次
代
に
残
し
た
い
歌
、
子
ど
も
た
ち

に
聴
か
せ
た
い
歌
を
お
贈
り
し
ま
す
。

定　

員　

３
０
０
人

入
場
料　
大
人
、
幼
児
と
も
に
１
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
ふ
る
さ
と
創
造
課
、

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
総
務

課
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

※
会
場
内
は
土
足
で
す
が
、
床
に
座
り
ま

す
の
で
座
布
団
等
が
あ
る
と
便
利
で
す
。

問
ふ
る
さ
と
創
造
課
☎
22

－

２
８
２
３

　

最
近
、
犬
の
飼
い
方
等
に
よ
る
苦

情
・
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

フ
ン
の
後
始
末
を
し
な
い
、
犬
を
放
し

飼
い
し
て
い
る
な
ど
、
一
部
の
マ
ナ
ー

の
悪
い
飼
い
主
の
た
め
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
や
、
正
し
く
犬
を
飼
っ
て
い
る
方

が
大
変
迷
惑
を
し
て
い
ま
す
。

▪
生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬
は
、
登
録
と
、

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
年
１
回
の
狂

犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▪
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
必
ず
綱
や
鎖
で
繋
い
で
飼
っ
て

く
だ
さ
い
。

▪
犬
の
フ
ン
は
、
そ
の
場
に
放
置
し

た
り
埋
め
た
り
せ
ず
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
に
入
れ
て
持
ち
帰
り
、
責
任
を

持
っ
て
後
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
犬
の
習
性
・
生
理
・
生
態
を
理
解

し
、
最
後
ま
で
責
任
と
愛
情
を
持
っ

て
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
り
、
人
も
動

物
も
暮
ら
し
や
す
い
健
全
な
環
境
を
作

り
ま
し
ょ
う
！

問
生
活
衛
生
課
☎
25

－

５
２
０
２

ペ
ッ
ト
は
愛
情
を
持
っ
て

　
　

正
し
く
飼
っ
て
い
ま
す
か
？

ちちぶ夢創り倶楽部への入会をお待ちしています
～「ふるさと納税」で輝く秩父をあなたのふるさとに！～

　

犬
を
飼
う
場
合
に
は
、

　
　
　

次
の
こ
と
を
守
っ
て

　
　
　
　
　

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
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〝
お
も
て
な
し
の
心
〞
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
訪
れ
る
人
や
住
ん
で
い
る

人
に
、
市
に
あ
る
優
れ
た
地
域
資
源
を

案
内
で
き
、
魅
力
あ
る
ち
ち
ぶ
創
り
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
皆
さ
ん
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
20

 
 
 
 

歳
以
上
の
方

定　

員　

50
人

受
講
料　

無
料
（
第
８
回
講
座
の
試
食

　
　
　
　

代
は
実
費
負
担
と
し
ま
す
。）

主
な
活
動
内
容

○
参
加
者
負
担
型
の
体
験
観
光
事
業
の

ガ
イ
ド

○
行
政
や
学
校
で
行
わ
れ
る
観
察
会
や

講
習
会
な
ど
で
の
指
導
、
助
言

○
行
政
や
学
校
に
地
域
観
光
活
動
等
に

関
し
て
の
助
言

申
11
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
観
光
振
興
課

（
☎
25

－

５
２
０
９
）
へ
電
話
で
申
込
み

問
ち
ち
ぶ
夢
創
り
お
も
て
な
し
協
議
会

事
務
局
（
ふ
る
さ
と
創
造
課
）

　

☎
22

－
２
８
２
３

回 日　　付 時　間 テーマ 講　　師（敬称略）

1 12／７㈰
＜開講式＞

13:30～
　15:30

基調講演（秩父の観光の
現状とこれからの観光対策）

野　澤　博　美
秩父地域観光協議会事務局長

2 12／11㈭ 18:30～
　20:30 歴史・文化・伝統講座

石　井　則　孝
日本遺跡学会会長

3 12／18㈭ 18:30～
　20:30 歴史・文化・伝統講座

栃　原　嗣　雄
前埼玉県文化財保護審議会委員

4 12／25㈭ 18:30～
　20:30

自然資源（ジオパーク）
活用講座

本　間　岳　史
埼玉県立自然の博物館館長

5 １／８㈭ 18:30～
　20:30

自然資源（ジオパーク）
活用講座

松　埜　　　緑
㈳国土政策研究会事務局

6 １／15㈭

18:30～
　19:30 商工業活性講座

海老沼　　　彰
昭和電工㈱秩父事業所所長

19:30～
　20:30

中　村　雅　夫
お菓子な郷推進協議会事務局長

7 １／22㈭ 18:30～
　20:30 商工業活性講座

押之見　國　雄
㈱リテラ顧問

8 １／25㈰ 10:00～
　15:00 食文化（小

こ

昼
じゅう

飯
はん

含）講座 浅　見　宗　達
大陽寺住職

9 ２／５㈭ 18:30～
　20:30 食文化（小昼飯含）講座

白　田　紀　子
㈲良品工房代表者

10 ２／12㈭ 18:30～
　20:30

おもてなしの心醸成講座
（初級編）

小　岩　徳　子
㈱リクルート旅行カンパニー

11 ２／19㈭ 18:30～
　20:30

おもてなしの心醸成講座
（実践編）

小　岩　徳　子
㈱リクルート旅行カンパニー

12 ２／26㈭＜閉講式＞
18:30～
　20:30 ガイドの心得と実践講座

川　崎　武　雄
㈲東案所長

※12講座のうち８講座以上受講された方に修了証を交付し、「温もり観
光ガイド」として活動していただきます。
※研修会場…歴史文化伝承館1階研修室２・３（ただし、1月25日㈰の第
８回講座のみ大陽寺で開催します。）
※講師の都合などで日程・会場などが変更になることがあります。

受講生募集 !「
温
も
り
観
光
ガ
イ
ド
」
養
成
講
座

　

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｄ　

Ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｂ
ｕ
は
、

財
団
法
人
秩
父
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
が
推
進
す
る
産
学
官
連
携
事
業

の
一
環
と
し
て
組
織
さ
れ
た
「
広
域
秩

父
産
業
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
通
称
で

す
。

　

会
員
企
業
数
が
１
５
０
社
に
達
し
、

企
業
が
主
体
と
な
っ
て
、
秩
父
地
域
の

産
業
振
興
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
成
果
を
周
知
す
る
た
め
、

平
成
20
年
度
活
動
状
況
の
中
間
報
告
会

を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
９
日
㈫
午
後
４
時

と
こ
ろ　

地
場
産
セ
ン
タ
ー
５
階

参
加
対
象　

会
員
ま
た
は
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｄ　

Ｃ

ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｂ
ｕ
に
関
心
の
あ
る
方

内　

容　

平
成
20
年
度
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
事
業
、
分
科
会
事
業
等
中
間
報
告

参
加
費　

無
料
（
た
だ
し
交
流
会
参
加

者
は
１
，
０
０
０
円
）

申
・
問
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｄ 

Ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｂ
ｕ

事
務
局
（
地
場
産
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
25

－

０
０
８
８

　今年２月、県内で初めて本格的なご当地検定「ちちぶ
学検定（初級）」を実施したところ、261人の方が挑戦し、
216人が合格されました。
　今年度も第２回ちちぶ学検定（初級）を行いますので、「秩
父大好き人間」の皆さん、「ちちぶ通」にチャレンジして
みませんか？
　※公式テキスト『やさしいみんなの秩父学』（定価2,000

円）からおおむね80％以上出題。市内６書店（藤村書
店・時習堂・小石川書店・神林書店・読書クラブ・グ
リーンブック）で販売中。

と　　き　平成21年２月14日㈯　午後１時開場、１時30分
開始

と こ ろ　地場産センター
申込期間　12月８日㈪～平成21年１月８日㈭
検定区分　初級（制限時間90分）
合格基準　100点満点中、70点以上の正解をもって合格と

します。
申込方法　申込書に、受検料3,000円（中学生以下は2,000

円）を添えて、秩父商工会議所窓口または郵便
等（現金書留）でお申し込みください。（先着
300人）

申・問秩父商工会議所「ちちぶ学検定」係
　　　　　　　　　　　　　　　　☎ ２２－４４１１

第２回
ちちぶ学検定（初級）を実施

地域の企業が元気になるために

FIND
Chichibu
活動報告会
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障
害
者
週
間
と
は
、
障
が
い
の
あ
る

方
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障

が
い
の
あ
る
方
が
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活

動
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
は
「
共
生
社
会
」
と

い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

障
が

い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
お

互
い
の
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
、
支
え

あ
う
社
会
を
い
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
障
が
い
に
対
す
る
思
い
込
み
を
な

く
し
、
正
し
く
理
解
し
、
必
要
な
配
慮

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
に
必
要
な
配
慮

○
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
に
…
…
周
囲

の
様
子
を
知
ら
せ
た
り
、
誘
導
し
た
り

す
る
と
き
は
、
具
体
的
な
表
現
で
知
ら

せ
ま
し
ょ
う
。

○
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
に
…
…
ア
ナ

ウ
ン
ス
や
サ
イ
レ
ン
等
、
音
声
に
よ
る

情
報
は
周
囲
の
人
が
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

○
手
足
の
不
自
由
な
方
に
…
…
困
っ
て

い
る
と
き
は
声
を
か
け
、
手
伝
う
と
き

は
何
が
必
要
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
心
臓
・
じ
ん
臓
な
ど
の
内
部
に
障
が

い
の
あ
る
方
に
…
…
電
車
等
の
交
通
機

関
を
利
用
す
る
と
き
は
、
外
見
で
わ
か

ら
な
く
て
も
優
先
席
を
必
要
と
す
る
人

が
い
る
こ
と
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
優
先
席
付
近
や
病
院
な
ど
で
は
携

帯
電
話
の
電
源
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

○
知
的
障
が
い
の
あ
る
方
に
…
…
説
明

等
は
ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
に
行
い
、
具
体

的
な
表
現
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

○
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
に
…
…
病
気

を
理
解
し
、
不
安
感
や
孤
立
感
を
抱
か

な
い
よ
う
穏
や
か
に
接
し
ま
し
ょ
う
。

○
発
達
障
が
い
の
あ
る
方
に
…
…
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
と
き
は
、

目
で
見
て
わ
か
る
表
示
を
使
っ
た
り
具

体
的
な
話
し
方
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
社
会
福
祉
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
７
６

　

昨
年
、
冬
の
誘
客
を
目
的
と
し
て
、

試
行
的
に
実
施
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
本
格
的
に
行
う
に
あ
た
り
、
点
灯

初
日
に
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

　

水
面
に
映
る
メ
イ
ン
の
ホ
ワ
イ
ト
ツ

リ
ー
や
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
造
形
作
品
の
カ
ラ
フ
ル

な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
美
し
く
彩
り
、

会
場
を
華
や
か
に
飾
り
ま
す
。

　

冬
の
澄
み
渡
る
夜
空
に
、
一
斉
に
光

が
浮
か
び
上
が
る
感
動
的
な
瞬
間
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
28
日
㈮
午
後
４
時
30
分

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、
５
時
点
灯

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ

の
森
プ
ー
ル
サ
イ
ド

入
場
料　

無
料
（
１
０
０
円
以
上
の
協

力
金
を
い
た
だ
い
た
方
に
は
、「
蛍
光

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
な
お
、
点
灯
式
当
日
ご
来
場
の
方

に
は
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。）

※
点
灯
期
間
は
、
11
月
28
日
㈮
か
ら
平

成
21
年
１
月
12
日
㈪
・
㈷
ま
で
の
各

日
午
後
５
時
〜
９
時

問
ふ
る
さ
と
創
造
課
☎
22

－

２
８
２
３

誰
も
が
お
互
い
を

 
 
 

尊
重
し
あ
う

�
共
生
社
会
�
を
目
指
し
て

12
月
３
日
〜
９
日
は

　
　
　
　
　
「
障
害
者
週
間
」

12
月
９
日
は
「
障
害
者
の
日
」

日 月 火 水 木 金 土
11/９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 12/１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

平日夜間窓口 最終日曜窓口 休 日 窓 口
11月13日・27日
12月11日 11月30日 11月30日を除く

土・日曜・祝日
17時15分～
19時15分

８時30分～
17時15分

８時30分～
17時15分

市民課・保険年金課・こども課・
収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
②戸籍、住民票の写し、印鑑登録・
証明書、所得課税証明書などの
発行

③転入、転出・転居届等の業務
④納税と納税相談の受付
⑤国民健康保険、国民年金、高齢
者医療に関する業務

⑥保育所、児童手当等、子育て支
援等に関する業務

①戸籍の届書の預かり
②住民票の写し、印鑑
証明書や所得課税証
明書などの発行

③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行
いません。

※最終日曜窓口・休日窓口の正午～午後２時は大変混雑するため、手
続きにお時間をいただくことがあります。ご了承ください。

納期限 12月１日㈪

税　目 国民健康保険税 第５期分

納期限内の納付にご協力をお願いします。

　口座振替を利用している方は、納期限に振り替えま
すので預貯金の残高をご確認ください。新規の申込み、
振替口座の変更等は、納税通知書、預貯金通帳、通帳
届出印を持参のうえ、収納課、吉田・大滝・荒川総合
支所総務課または各金融機関にてお申し込みください。
　収納課　☎２２－２２１０問

今月の防災・防犯話し合いテーマ
“いざ”というときの避難場所を知っておきましょう。（「防災ハンドブック」１～８ページ参照）

イ
ル
ミ
ネ
�
シ
�
ン
点
灯
式
開
催
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河
川
な
ど
の
公
共
の
土
地
や
他
人
の

土
地
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
分
の

所
有
地
内
に
お
い
て
も
、
廃
棄
物
の
投

棄
や
埋
込
は
一
切
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
行
為
を
行
う
と
、
周
辺
土

壌
や
地
下
水
を
汚
染
す
る
な
ど
、
環
境

に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
な
不
法
投
棄
が
行
わ

れ
る
と
、
原
状
へ
の
回
復
は
非
常
に
困

難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
空
き
地
や

山
林
で
、
早
朝
や
深
夜
に
重
機
の
音
や

不
審
な
ダ
ン
プ
の
出
入
り
が
あ
る
な
ど
、

不
法
投
棄
を
行
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

現
場
を
目
撃
し
た
際
に
は
、
下
記
に
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

不
適
正
保
管
の
禁
止

　

産
業
廃
棄
物
の
排
出
事
業
者
は
、
廃

棄
物
を
処
理
ま
た
は
委
託
す
る
ま
で
、

法
令
で
定
め
ら
れ
た
保
管
基
準
に
従
っ

て
適
正
に
保
管
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

主
な
保
管
基
準

•
周
囲
に
囲
い
を
設
け
る
こ
と

•
掲
示
板
を
設
け
る
こ
と

•
産
業
廃
棄
物
が
飛
散
、
流
出
、
地
下

浸
透
し
な
い
こ
と

•
ね
ず
み
、
蚊
、
ハ
エ
等
を
発
生
さ
せ

な
い
こ
と

•
保
管
の
高
さ
を
守
る
こ
と

　

産
業
廃
棄
物
の
保
管
に
関
す
る
相

談
・
苦
情
等
は
、
秩
父
環
境
管
理
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

不法投棄された建築廃材

　

事
業
活
動

に
伴
っ
て
発

生
す
る
産
業

廃
棄
物
ま
た

は
一
般
家
庭

や
事
業
所
で

日
常
的
に
発

生
す
る
生
活

ご
み
な
ど
の

一
般
廃
棄
物

を
焼
却
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。廃
棄
物
を
野
焼
き
し
た
り
、ブ
ロ
ッ

ク
製
の
焼
却
炉
や
ド
ラ
ム
缶
な
ど
で
焼

却
を
行
っ
た
り
す
る
と
、
不
完
全
燃
焼

を
起
こ
し
、
大
気
、
土
壌
、
河
川
な
ど

の
環
境
を
汚
染
す
る
ば
か
り
か
、
人
体

に
も
悪
影
響
を
与
え
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
が
多
く
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

野
外
焼
却
に
つ
い
て
は
、
農
業
、
林

業
等
を
営
む
た
め
の
や
む
を
得
な
い
焼

却
や
、
宗
教
上
ま
た
は
風
俗
慣
習
上
の

行
事
の
た
め
の
焼
却
、
た
き
火
等
の
軽

微
な
焼
却
な
ど
に
つ
い
て
は
規
制
か
ら

外
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
焼

却
で
あ
っ
て
も
、
自
然
環
境
や
近
隣
の

生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
に

つ
い
て
は
指
導
を
行
い
ま
す
。

不
法
投
棄
の
禁
止

　

市
と
埼
玉
県
で
は
、
廃
棄
物
を
適
正
に
処
理
し
、
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る

た
め
に
、
廃
棄
物
の
不
適
正
処
理
行
為
に
対
し
て
、
厳
し
く
監
視
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
事
業
者
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

野
外
焼
却
の
禁
止

家
庭
用
簡
易
焼
却
炉
の

無
料
回
収
を
実
施
中
！

対
象
と
な
る
焼
却
炉

•
ブ
ロ
ッ
ク
積
簡
易
焼
却
炉

•
金
属
製
簡
易
焼
却
炉
（
ド
ラ
ム
缶
等

を
含
む
）

回
収
条
件

　

所
有
者
に
お
い
て
、
焼
却
炉
を
分
解

し
、
２
ト
ン
車
が
進
入
で
き
る
場
所
ま

で
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
は
、
生

活
衛
生
課
ま
た
は
吉
田
・
大
滝
・
荒
川

総
合
支
所
地
域
振
興
課
で
行
っ
て
い
ま

す
。
申
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
、

回
収
日
程
等
を
連
絡
し
ま
す
。

問
産
業
廃
棄
物
の
処
理
相
談
、
苦
情
対
応
等

　

秩
父
環
境
管
理
事
務
所

　

☎
23

－

１
５
１
１

一
般
廃
棄
物
の
苦
情
対
応
等

　

市
役
所
生
活
衛
生
課

　

☎
25

－

５
２
０
２

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
地
域

振
興
課

　
　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
３

　
　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
１

　
　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
４

一
般
廃
棄
物
の
処
理
相
談

　

秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
業
務
課

　

☎
23

－

２
４
８
９

河
川
、
国
道
、
県
道
へ
の
不
法
投
棄
等

　

県
土
整
備
事
務
所

　

☎
22

－

３
７
１
５

不
法
投
棄
・
不
法
焼
却
等
の
摘
発

　

秩
父
警
察
署
生
活
安
全
課

　

☎
24

－

０
１
１
０

不
法
投
棄
・
不
法
焼
却
の
罰
則

（
廃
棄
物
処
理
法
）

　

５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
１
千
万

円
以
下
の
罰
金
、
又
は
こ
の
併
科

（
法
人
に
関
し
て
は
行
為
者
を
罰
す
る

ほ
か
、さ
ら
に
１
億
円
以
下
の
罰
金
刑
）

野外焼却は絶対にやめましょう



❾
平成20年　勤労青少年の標語

『踏み出せば　拡がる世界　新たな自分』

秩父市のバランスシート（平成18年度普通会計決算）
　バランスシートとは、秩父市がどのような資産（土地、建物等）を保有し、その資産を保有するためにど
のように資金調達（地方債、補助金、市税等）したかを一覧にしたものです。
　総務省が示した基準に基づいて作成していますが、秩父市では一部、有形固定資産の土地等については時
価評価を採用しています。
　なお、詳細な財務諸表等については、市ホームページをご覧ください。
問会計課　☎２5－5２１9

借　　　方 構成比 貸　　　方 構成比
［資産の部］ 千円 % ［負債の部］ 千円 %

１．有形固定資産 155,117,575 90.7 １．固定負債 27,214,691 15.9
⑴　総務費 6,157,008 ⑴　地方債 23,333,690

⑵　民生費 6,494,480 ⑵　債務負担行為 0

⑶　衛生費 7,960,438 ①　物件の購入等 0

⑷　労働費 223,354 ②　債務保証または損失補償 0

⑸　農林水産業費 14,926,193 ⑶　退職給与引当金 3,881,001

⑹　商工費 2,841,725

⑺　土木費 65,020,371 ２．流動負債 2,841,194 1.7
⑻　消防費 709,117 ⑴　翌年度償還予定額 2,700,189

⑼　教育費 43,213,535 ⑵　翌年度退職給与金 141,005

⑽　その他 7,571,354

　　　（うち土地） （91,962,424) 負債合計 30,055,885 17.6

２．投資等 11,228,667 6.6
⑴　投資および出資金 3,808,832

⑵　貸付金 143,307

⑶　基金 6,838,142

①　特定目的基金 6,162,882

②　土地開発基金 0 ［正味資産の部］
③　定額運用基金 675,260 １．国庫支出金 9,315,502 5.4

⑷　退職手当積立金 438,386 ２．都道府県支出金 11,217,450 6.6
３．一般財源等 120,417,469 70.4

３．流動資産 4,660,064 2.7
⑴　現金・預金 3,852,834 正味資産合計 140,950,421 82.4
①　財政調整基金 2,040,636

②　減債基金 65,701

③　歳計現金 1,746,497

⑵　未収金 807,230

①　地方税 753,888

②　その他 53,342

資産合計 171,006,306 100 負債・正味資産合計 171,006,306 100

○社会資本形成の世代間負担比率＝正味資産合計÷有形固定資産残高＝９０．９％（現在ある社会資本のうち、これまでの

世代によってすでに負担された割合で、高いほど将来世代の負担分が少ないことを示します。）

○予算額対資産比率＝資産合計÷歳入合計＝６．０年　（資産形成のために何年分の歳入が充当されたかを表します。歳入

合計額＝28,729,346千円）

○正味資産比率＝正味資産÷負債・正味資産合計＝８２．４％　（総資産のうち返済義務を負わない資金の割合を示します。）

○流動比率＝流動資産÷流動負債＝１６４．０％（１年以内に返済しなければならない流動負債に対し、その返済財源とな

り得る流動資産の割合を示す比率で、大きいほど短期的な負債に対する返済能力が高いことを示します。）

主な財務指標

（平成19年３月31日現在）
秩父市の人口：７１，４２６人（基準日現在。外国人登録を含む。）

負債の部は、市の資産を形成するために調達された資
金で、市が将来返済しなければならない借金を表しま
す。
固定負債：翌々年度以降に返済しなければならない地
方債や、市の職員が年度末に全員退職したと想定した
場合の要支払額など
流動負債：翌年度に返済予定の地方債など

正味資産の部は、市の資産を形成するため
に調達・活用された、返済義務を負わない
資金を表します。
国庫支出金・都道府県支出金：有形固定資
産に充当された国や県からの補助金
一般財源等：市民の皆さんが負担された市
税等

有形固定資産は、土地、
建物等長期間にわたり使
用することができる資産
で、主なものは次のとお
りです。
総務費
庁舎、市民会館など
土木費
道路、公園、市営住宅な
ど
教育費
小中学校、文化体育セン
ターなど
　土地については時価評
価を行い、土地を除く建
物等は、定額法により残
存価格が０円になるまで
減価償却を行っています。

流動資産には、市が保有
する現金・預金、預金に
準じた基金の残高のほか、
年度末までに納入されて
いない市税等の未収金が
含まれます。

投資等には、病院・水道
事業や第３セクターへの
出資金、特定の目的のた
めに市が積み立てている
基金、職員の退職金積立
金などが含まれます。

秩父市の資産総額
1,710億630万６千円
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修
学
旅
行
で
秩
父
を
Ｐ
Ｒ

　

飯
島
久
さ
ん
（
阿
保
町
）
は
、
10
月

９
日
に
開
催
さ
れ
た
社
団
法
人
農
山
漁

村
女
性
・
生
活
活
動
支
援
協
会
が
主
催

す
る
平
成
20
年
度
農
山
漁
村
い
き
い
き

シ
ニ
ア
活
動
表
彰
に
お
い
て
、
奨
励
賞

（
農
村
地
域
部
門
）を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
島
さ
ん
は
、
幻
の
芋
と
呼
ば
れ

る
「
ち
ち
ぶ
太
白
サ
ツ
マ
イ
モ
」
を
先

代
か
ら
引
継
ぎ
、
そ
の
普
及
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
生
産
組
合
を
立
ち
上
げ

た
り
、
加
工
品
へ
の
活
用
促
進
を
図
る

な
ど
、
生
涯
現
役
を
目
指
し
た
高
齢
者

の
活
力
を
高
め
、
地
域
活
性
化
の
力
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
の

た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
す
ば
ら
し
い
賞
を
受
賞
さ
れ
、
喜
び
の
声
を

伝
え
に
栗
原
市
長
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

農
山
漁
村
い
き
い
き
シ
ニ
ア

活
動
表
彰
奨
励
賞

　

９
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
社
団
法
人

埼
玉
県
繊
維
協
会
が
主
催
す
る
第
50
回

埼
玉
県
繊
維
製
品
求
評
展
示
会
に
お
い

て
、
秩
父
捺な

っ

染せ
ん

協
同
組
合
（
碓
井
正
男

理
事
長
）
が
出
品
し
た
「
復
刻
銘
仙
矢

羽
根
」
が
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
製
品
は
、
秩
父
地
方
で
生

産
さ
れ
て
い
る
埼
玉
ブ
ラ
ン
ド
蚕
品
種

「
い
ろ
ど
り
」
の
絹
糸
を
使
用
し
、
伝

統
的
な
秩
父
銘
仙
の
柄
を
復
刻
し
た

も
の
で
、
12
月
25
日
ま
で
地
場
産
セ
ン

県
知
事
賞

「太白サツマイモ一筋の人生」を語る飯島さん

タ
ー
２
階
の
成
果
品
コ
ー
ナ
ー
に
展
示

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

９
月
22
日
に
新
座
市
の
福
祉
施
設
を

会
場
に
開
催
さ
れ
た
第
28
回
埼
玉
県
身

体
障
害
者
運
転
技
能
競
技
大
会
に
お
い

て
、
中
畝
芳
雄
さ
ん
（
下
影
森
・
写
真

左
か
ら
１
人
目
）
が
個
人
の
部
で
特
別

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
県
内
の
障
が
い
者
の

皆
さ
ん
が
運
転
技
能
の
向
上
と
交
通

道
徳
を
再
認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交

通
事
故
の
防
止
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
年
１
回
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

10
月
６
日
に
は
、
秩
父
郡
市
大
会
で
入

埼
玉
県
身
体
障
害
者

運
転
技
能
競
技
大
会
で
特
別
賞

賞
さ
れ
た
方
を
含
む
６
人
の
皆
さ
ん
が

栗
原
市
長
を
訪
ね
、
自
動
車
免
許
を
取

得
す
る
際
の
苦
労
話
や
大
会
の
結
果
な

ど
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

特別賞の中畝さんと郡市大会で入賞された皆さん
県知事賞の

「復刻銘仙矢羽根」
知事賞はじめ３つの賞を受賞された組合員
の皆さん

ＪＲ長崎駅前で秩父をＰＲする生徒の皆さん

　

県
立
皆
野
高
校
２
年
生
の
皆
さ
ん

１
２
０
人
（
う
ち
市
内
在
住
の
生
徒
87

人
）
が
、
修
学
旅
行
先
の
九
州
地
方
で

秩
父
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
放
課
後
な
ど
を

利
用
し
て
、
秩
父
夜
祭
や
芝
桜
な
ど

を
Ｐ
Ｒ
す
る
手
作
り
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
。

ま
た
、
秩
父
屋
台
ば
や
し
を
演
奏
す
る

た
め
、
猛
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

お
披
露
目
と
な
っ
た
10
月
１
日
、
Ｊ

Ｒ
長
崎
駅
前
に
は
太
鼓
や
笛
、
鉦か

ね

の
音

に
聴
き
入
る
多
く
の
人
で
人
垣
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、「
秩
父
号
」
と
称
し

た
団
体
貨
切
列
車
の
窓
に
自
作
の
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
、
九
州
地
方
各
地
で
秩

父
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
修
学
旅
行
を
通
し
て
、
生
徒

の
皆
さ
ん
に
秩
父
の
情
報
を
発
信
し
て

い
た
だ
き
、
観
光
面
で
の
一
役
を
担
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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平成20年９月契約分　公共工事の発注状況の公表
市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表します。（税込・500 万円以上）

問工事の内容…工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６

（一般競争入札）
契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格

(税込／円）
契約金額

(税込／円）
落札率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

10日 ２月13日 久那118・119号線道路改築工事 久那地内 9,345,000 7,875,000 84.27 ㈲翌桧建興
地域整備部

道路課
25－5213

10日 ３月13日 配・給水管漏水調査業務委託 中央・影森地区 10,710,000 7,140,000 66.67 地中エンジニ
アリング㈱

水道部
工務課

25－5222

10日 １月31日 原谷30号線道路改築工事 大野原地内 10,920,000 8,505,000 77.88 ㈲今井組
地域整備部

道路課
25－5213

10日 ２月27日 荒川幹線２号線道路改築工事 荒川上田野地内 13,440,000 10,500,000 78.13 ㈱山本組
荒川総合支所
地域振興課
54－2114

10日 １月23日 影森91号線道路改築工事 上影森・下影森地
内 15,645,000 12,600,000 80.54 ㈱山本組

地域整備部
道路課

25－5213

10日 ２月27日 吉田幹線５号線道路改築工事 下吉田地内 27,825,000 22,995,000 82.64 ㈱新井建設
地域整備部

道路課
25－5213

12日 12月19日 森林管理道大達原線改良工事 大滝地内 11,970,000 9,030,000 75.44 ㈱下山工務店
大滝総合支所
地域振興課
55－0861

12日 ３月６日 森林管理道粟野山線開設工事 下吉田地内 33,390,000 25,462,500 76.26 ㈱新井建設
吉田総合支所
地域振興課
72－6083

18日 ３月24日 上小川橋橋梁架替工事 大野原・上黒谷地
内 74,550,000 68,670,000 92.11 ㈱ピーエス三菱

地域整備部
道路課

25－5213

18日 ３月24日 秩父ふるさと館改修工事 本町３番１号 123,165,000 117,579,000 95.46 
守屋八潮・黒
沢特定建設工
事共同企業体

地域整備部
教育施設課
25－5226

19日 平成22年
３月26日 秩父市立高篠小学校改築工事 山田2619番地外地

内 1,218,000,000 1,207,500,000 99.14 
守屋八潮・高
橋特定建設工
事共同企業体

地域整備部
教育施設課
25－5226

（指名競争入札）
契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格

(税込／円）
契約金額

(税込／円）
落札率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

16日 12月19日 番切沢河川改修工事 上吉田地内 8,610,000 8,610,000 100.00 ㈱吉田総合建
設

吉田総合支所
地域振興課
72－6083

22日 １月９日 幹線61号線道路側溝工事 黒谷地内 5,355,000 5,197,500 97.06 浅見建設工業
㈱

地域整備部
道路課

25－5213

22日 １月30日 森林管理道竹の久保線舗装工事 下吉田地内 12,600,000 11,865,000 94.17 ㈲なかの建設
吉田総合支所
地域振興課
72－6083

22日 １月30日 斉戸・南ヶ丘住宅天井、浴室改修
工事

大畑町3983－３外
地内 7,119,000 6,982,500 98.08 ハラマン工務

店

地域整備部
建築住宅課
25－5214

（随意契約）
契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格

(税込／円）
契約金額

(税込／円）
契約率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

５日 １月30日 秩父市立尾田蒔小学校体育館改築
設計他業務委託 寺尾地内 9,744,000 9,660,000 99.14 ㈱桂設計

地域整備部
教育施設課
25－5226

８日 12月22日 スポーツの森温泉施設整備工事 秩父ミューズパー
ク地内 49,875,000 49,875,000 100.00 西武建設㈱

地域整備部
教育施設課
25－5226

８日 ３月24日 尾田蒔472号線道路改築工事に伴
う配水管布設替工事 蒔田地内 13,650,000 12,075,000 88.46 太洋建設㈱

水道部
工務課

25－5222

16日 12月12日 原谷128・145号線配水管布設替工事 大野原地内 5,691,000 5,565,000 97.79 日新陸運㈱
水道部
工務課

25－5222

19日 ３月26日 秩父市立高篠小学校改築工事監理
業務委託

山田2619番地外地
内 19,740,000 19,425,000 98.40 ㈱レーモンド

設計事務所

地域整備部
教育施設課
25－5226

22日 ３月13日 久那37号線集落排水工事に伴う配
水管布設替工事 久那地内 10,521,000 9,975,000 94.81 ㈱日新テクノ

水道部
工務課

25－5222

22日 ２月27日 久那25号線集落排水工事に伴う配
水管布設替工事 久那地内 9,240,000 9,240,000 100.00 ㈱ダイショウ

水道部
工務課

25－5222

26日 ３月24日 秩父市地域情報通信基盤整備詳細
設計業務委託 荒川・大滝地区 37,800,000 37,506,000 99.22 ㈱ＮＴＴ東日

本-埼玉

総務部
情報政策課
22－2204

みんなで追放  危険な習慣・飲酒運転　飲酒運転追放の輪をみんなの手で…
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と　

き　

11
月
16
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

上
野
町
公
会
堂
と
そ
の
周
辺

☆
新
鮮
な
野
菜
の
販
売

☆
模
擬
店

☆
射
的
・
輪
投
げ
ゲ
ー
ム

☆
う
ど
ん
・
そ
ば
打
ち
講
座

☆
秩
父
屋
台
囃
子

同
時
開
催　

上
野
町
商
進
会

お
客
様
大
感
謝
ま
つ
り

問
上
野
町
商
進
会
ふ
れ
あ
い
祭
り
実
行

委
員
会
☎
24

－

４
５
２
５

上
野
町
ふ
れ
あ
い
祭
り

12
月
の
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
は

　
　

チ
ャ
ン
ス
カ
ー
ド
セ
ー
ル
が

始
ま
り
ま
す
！

み
や
の
か
わ
商
店
街
か
ら
予
告

と　

き　

12
月
20
日
㈯
午
後
７
時
〜

お
楽
し
み
に
！

ジ
ョ
イ
ン
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
！

商
店
街
合
同
イ
ベ
ン
ト

ほ
っ
と
す
ぽ
っ
と
秩
父
館

で
か
け
た
ら
…
ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み

休
憩
所
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
（
地
元
の
お
店
）
ほ
か

●
大
き
な
神
棚
は
一
見
の
価
値
あ
り
！

●
内
井
戸
発
見
！ 

見
に
来
て
ね
！

☆
各
種
会
議
、
宴
会
に
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

☆
地
元
の
方
、
観
光
客
の
方
、
ど
な
た

で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

☆
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
レ
ン
タ

ル
ボ
ッ
ク
ス
に
よ
る
出
品
者
を
募
集

中
。
詳
し
く
は
担
当
ま
で
。

問
み
や
の
か
わ
商
店
街
振
興
組
合

　
　
　

秩
父
館
担
当　

柴
田
・
四
方
田

☎
24

－

８
８
５
６

　
　
　
　
　
（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

海
外
旅
行
招
待
セ
ー
ル
を
実
施
！

と　

き　

11
月
22
日
㈯
〜

30
日
㈰
の
９
日
間

☆
お
買
い
物
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽

選
で
海
外
旅
行
を
ペ
ア
で
ご
招
待
!!

☆
市
内
９
商
店
街
が
参
加
（
上
町
、
中

町
、
本
町
、
東
町
、
番
場
町
、
宮
側
町
、

相
生
町
、
上
野
町
、
影
森
）

☆
22
日
は
各
商
店
街
でイ

ベ
ン
ト
を
開
催

※
詳
し
く
は11

月
中
旬
新
聞
折
込
に
て
！

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　
「
虐
待
」
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
保

護
者
の
認
識
と
は
関
わ
り
な
く
、「
子
ど

も
に
と
っ
て
有
害
で
あ
る
か
」「
子
ど
も

自
身
が
苦
痛
を
感
じ
て
い
る
か
ど
う
か
」

と
い
う
視
点
で
判
断
し
ま
す
。
保
護
者

に
と
っ
て
は
「
し
つ
け
」
の
つ
も
り
で
も
、

現
実
に
子
ど
も
の
心
や
身
体
が
傷
つ
く

行
為
で
あ
れ
ば
虐
待
と
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
い

い
ま
す
。

身
体
的
虐
待　

身
体
に
外
傷
を
生
じ
る

よ
う
な
暴
行
を
加
え
る
こ
と

性
的
虐
待　

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た

り
、
さ
せ
た
り
す
る
こ
と

保
護
の
怠
慢
・
拒
否　

食
事
を
与
え
な

い
こ
と
や
、
長
時
間
放
置
す
る
こ
と
。

ま
た
、
同
居
人
に
よ
る
虐
待
を
保
護
者

が
放
置
す
る
こ
と

心
理
的
虐
待　

子
ど
も
の
心
を
傷
つ
け

る
言
動
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
子
ど
も

の
目
の
前
で
、
夫
・
妻
・
パ
ー
ト
ナ
ー

が
そ
の
相
手
に
暴
力
を
振
る
う
こ
と

な
ぜ
虐
待
し
て
し
ま
う
の
か

　

虐
待
を
す
る
保
護
者
だ
け
を
責
め
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
保
護
者
自
身
も

生
活
苦
や
子
育
て
、
家
庭
の
問
題
な
ど

で
悩
ん
で
い
た
り
、
地
域
か
ら
孤
立
し

て
い
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
か
ら

虐
待
に
至
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
す
。

虐
待
を
防
ぐ
た
め
に　

　

虐
待
者
が
保
護
者
で
あ
る
た
め
、
子

ど
も
は
自
ら
救
い
を
求
め
る
こ
と
が
な

か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
護
者

も
悩
ん
で
い
ま
す
。

　

保
護
者
を
責
め
る
だ
け
で
は
虐
待
の

解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
周
囲
の
人
の

温
か
い
ま
な
ざ
し
と
援
助
が
必
要
で
す
。

　

子
育
て
中
の
家
族
が
笑
顔
で
過
ご
せ

る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
「
も
し
か
し
て
、
虐
待
？
」
と
思
っ

た
と
き
に
は
、
児
童
相
談
所
や
市
役
所

の
児
童
福
祉
担
当
な
ど
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（
連
絡
者
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。）

問
熊
谷
児
童
相
談
所

　

☎
０
４
８

－

５
２
１

－

４
１
５
２

市
役
所
社
会
福
祉
課
☎
25

－

５
２
０
４

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
は
、
わ
た
し
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
あ
り
、
子
ど

も
の
成
長
を
見
守
る
こ
と
は
、
保
護
者
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
幸
せ
で
す
。
し

か
し
近
年
、
子
ど
も
を
温
か
く
守
り
育
て
る
べ
き
保
護
者
が
子
ど
も
の
心
と
身
体
を

傷
つ
け
る
、「
児
童
虐
待
」
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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「道路交通法」の一部改正により、自動車の後部座席についても、シートベルトの着用が義務付けられました。

「お散歩、大好き～♪」

（上　町）

大
だいさく

作　空
そ ら

良 くん

　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し、住所・保護者の方とお子さんの名前・電話番号・生年
月日とコメントを明記のうえ、市役所広報広聴課（〒368- 8686　熊木町８－ 15）までお送りください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月までは翌月の抽選に繰り入れ、再抽選しています。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

「おてんばな
お千代姫さまで～す♡」

（大畑町）

鈴木　千
ち よ

代 ちゃん
「Go!!」

（下吉田）

黒澤　類
るい

 くん
「いない いない ばあ !」

（荒川贄川）

逸見　果
か ほ

穂 ちゃん

応 募 方 法

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒 368-8686　熊木町８－ 15、市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（３月末締切り分→５月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒 368-8686　熊木町８－ 15　市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（11 月末締切り分→１月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。
　お知らせ　市民文芸または選者へのご意見・ご感想等は、市役所広報広聴課あてにお送りください。

（
評
）俳
句
は
最
も
短
い
詩
形
で
す
の
で
、
措
辞
の
く
ふ
う
や
凝
視
す
る
モ・
・ノ
に
、
心
の
発
見
が
必
要
で
す
。
ま
た
取
り
合
わ
せ

に
よ
っ
て
、
内
容
を
豊
か
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
昌
次
さ
ん
は
湖
面
に
映
る
秋
を
発
見
し
、
幸
子
さ
ん
は
秋
風
に
秋
の
爽

や
か
さ
を
表
白
し
、
真
弓
さ
ん
は
竿
竹
売
り
の
声
に
秋
を
感
じ
て
い
ま
す
。
武
子
さ
ん
は
衣
被
の
取
り
合
わ
せ
で
真
砂
女
を
浮

彫
に
し
、
定
男
さ
ん
は
満
州
へ
の
想
い
を
秋
夕
焼
に
発
見
し
て
い
ま
す
。
月
を
光
背
に
な
ぞ
ら
え
る
大
仙
さ
ん
は
、
冥
想
の
御

佛
に
尊
崇
を
深
め
て
い
ま
す
。
こ
の
外
に
も
、
秋
の
鎮
ま
り
に
心
を
深
め
、
秋
の
煌
め
き
・
自
然
の
い
の
ち
が
詠
わ
れ
ま
し
た
。

天

空

の

動

き

湖

面

に

秋

を

知

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
田
町　

栗
原　

昌
次

真
砂
女
の
句
呟
や
き
て
お
り
衣き

ぬ

被か
つ
ぎ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
坂
町　

平
井　

武
子

名

月

を

光

背

と

な

す

観

世

音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
久
長　

齋
藤　

大
仙

満

洲

の

野

が

浮

か

ぶ

秋

夕

焼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

町　

内
田　

定
男

人
恋
し
虫
の
音
を
添
え
手
紙
書
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

町　

峰
岸　

理
江

鯊は
ぜ

釣
り
や
顔
見
知
り
よ
り
莨

た
ば
こ

の
火　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
生
町　

福
田　

み
つ

秋
風
に
さ
そ
わ
れ
街
に
子
と
遊
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

町　

井
上　

幸
子

爽

や

か

や

竿

竹

売

り

の

朝

の

声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
戸
町　

須
田　

真
弓

空う
つ

蟬せ
み

の

足

に

力

の

の

こ

り

け

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜
木
町　

大
沢　

富
子

秋

う

ら

ら

舟

唄

響

く

最

上

川　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　

峰　

山
中　

資
治

竹
内
弥
太
郎　

選

俳　
　
　

句

（
評
）
　
木
村
さ
ん
、「
秋
来
ぬ
と
目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
風
の
音
に
ぞ
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
」
藤
原
敏
行
の
歌
に
相
通
じ
る

歌
。
町
田
さ
ん
、
夕
暮
れ
の
風
情
を
鐘
の
音
と
カ
ラ
ス
で
表
現
し
、
見
お
と
し
が
ち
な
風
景
を
一
首
に
し
て
い
ま
す
。
金
子
さ
ん
、

い
つ
も
通
る
道
に
秋
海
棠
の
花
が
咲
い
て
初
め
て
気
づ
く
、
そ
れ
を
短
歌
に
詠
む
こ
と
で
一
段
と
道
が
生
き
て
来
ま
し
た
。
齋

藤
さ
ん
、
山
間
に
住
む
人
の
生
活
の
一
部
が
垣
間
見
え
る
一
首
で
す
。
小
泉
さ
ん
、
お
盆
で
も
実
家
に
帰
れ
な
い
と
い
う
、
結

句
の
具
体
的
表
現
が
家
業
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

い
つ
し
か
に
秋
の
気
配
の
漂
ひ
て
姿
み
え
ね
ど
虫
の
音
を
聞
く 

大　

滝　

木
村　

普
侯

暮
れ
六
つ
の
鐘
の
音
流
る
る
西
空
を
番
の
カ
ラ
ス
か
ね
ぐ
ら
に
急
ぐ 

下
宮
地
町　

町
田　

要
子

秋
海
棠
の
垣
根
続
き
に
咲
き
こ
ぼ
る
通
い
慣
れ
た
る
道
に
し
あ
れ
ど 

上
宮
地
町　

金
子
タ
ツ
子

栗
落
つ
る
音
を
聞
き
つ
つ
眠
り
け
り
猪
除
け
の
棚
張
り
し
夜 

吉
田
久
長　

齋
藤　

大
仙

お
盆
に
も
帰
省
叶
は
ぬ
家
業
な
り
父
母
偲
び
つ
つ
コ
ー
ヒ
ー
を
点
つ 

番
場
町　

小
泉
富
美
子

雨
上
り
曼
珠
沙
華
に
露
光
る
孫
子
と
共
に
墓
に
詣
で
る 

大　

滝　

山
中　

史
子

雨
に
重
き
百
日
紅
の
花
房
に
頬
た
た
か
れ
し
夜
の
自
転
車 

吉
田
久
長　

関　
　

憲
治

暮
れ
な
ず
む
静
か
な
る
庭
そ
こ
こ
こ
に
高
砂
百
合
の
白
が
浮
き
立
つ 

上
吉
田　

中
島
美
智
子

フ
ル
ー
ツ
路
の
案
山
子
祭
り
を
見
つ
つ
ゆ
く
ほ
の
ぼ
の
と
し
て
温
も
り
の
里 

下
吉
田　

荻
野　

悦
江

火
に
炙
り
形
を
作
る
ト
ン
ボ
玉
古
代
模
様
が
ゆ
っ
く
り
浮
き
出
す 

日
野
田
町　

富
田
か
よ
子

新
井　

悦
子　

選

短　
　
　

歌
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※「平成20年度 秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年間大切に保管してください。

●【よしだ元気塾】おおむね40歳以上の方
　12月９日㈫　13：30～15：30（吉田振興会館３階）

※初めての方は直接または電話で吉田保健セン

ターへお申し込みください。

●【ことばの相談】※予約制

●【乳幼児健診】

※母子健康手帳、健診アンケートをお持ちください。

※10月から、乳児健診にてブックスタート事業（絵

本の配布）を開始しています。

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
12月８日㈪　９：30～11：10　

※初めての方は電話でお申し込みください。

●【育児相談・健康相談】
　12月10日㈬　９：30～10：30

●【ＢＣＧ予防接種】満３か月～６か月未満のお子さん

　12月19日㈮　13：15～14：00

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

11月21日㈮ 13：00～13：45 １ 歳 ６ か 月 児 健 診
３ 歳 児 健 診

平成19年３・４月生まれ
平成17年６・７月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
11月20日㈭

13：00～16：00 ことばの発達、発音な
どに関する個別相談

ことばの発達、発音な
どに心配のある幼児と
その保護者12月18日㈭

●【健康相談・育児相談】
　12月９日㈫　13：00～15：00（大滝総合支所内）
　※健康手帳・母子健康手帳をお持ちください。

●【親子ふれあい教室】
　０歳から就園前のお子さんとそのご家族
※ 「平成20年度 秩父市健康カレンダー」 14ペー
ジに掲載の日時が変更となりました。

12月１日㈪→平成21年１月９日㈮に変更

大滝保健センター会場

●【乳幼児健診】

※母子健康手帳、健診アンケートをお持ちください。
※10月から、乳児健診にてブックスタート事業（絵
本の配布）を開始しています。

● 【歯みがき教室】

● 【育児相談】

●【親子ふれあい教室】
　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　11月20日㈭・12月４日㈭・18日㈭　９：30～11：10
●【ＢＣＧ予防接種】満３か月～６か月未満のお子さん
　11月26日㈬　13：15～14：00
　※母子健康手帳、予診票をお持ちください。
●【健康相談】
　12月10日㈬　13：30～14：30
●【はつらつ筋力アップ教室】４０歳以上の方

平成21年１月７日㈬～３月１８日㈬の毎週水曜日（全10回）
９：30～11：30（荒川農村環境改善センター）
申11月20日㈭から荒川保健センターへ申込み

（定員30人になり次第締切）

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

11月26日㈬
13：15～14：00

４ か 月 児 健 診
10 か 月 児 健 診

平成20年６・７月生まれ
平成19年12月・
平成20年１月生まれ

12月17日㈬ １ 歳 ６ か 月 児 健 診
３ 歳 児 健 診

平成19年４・５月生まれ
平成17年７・８月生まれ

荒川保健センター会場吉田保健センター会場

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

12月１日㈪ １０：００～１１：00 育 児 相 談
身 長 ・ 体 重 測 定 乳　　幼　　児

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

12月17日㈬ 13：15～14：00
歯 科 医 師 の 診 察・
ブ ラ ッ シ ン グ 指
導・ フッ 素 塗 布 等

平成18年10・11月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

12月19日㈮ 13：00～13：45 ４ か 月 児 健 診
10 か 月 児 健 診

平成20年７・８月生まれ
平成20年１・２月生まれ

●秩父保健センター第２駐車場のご案内
　秩父保健センターには、お車での来所者増加に対
応するため、センターの北東に第２駐車場を設置し
ています。保健事業実施時にセンター構内の駐車場
所が満車となった場合は、こちらをご利用ください。

（約70台駐車可能。構内出口の右約25メートル先に
入口があります。）
　なお、来所者の安全を守る
ため、構内の一方通行と徐行
をお願いしています。第２駐
車場内でも同様に徐行をお願
いします。
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●【予防接種】（集団）

※母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書を

お持ちください。

※３か月を過ぎたお子さんはＢＣＧから受けま

しょう！ ＢＣＧは原則集団接種（秩父・吉田・

荒川保健センター）ですが、対象月齢までに体

調が悪いなどの理由で接種できない場合は各保

健センターにお問い合わせください。

※三種混合予防接種は、第１期初

回（１・２・３回目）の接種間

隔は３～８週です。必ず守って

受けてください。

●【個別がん検診】

申毎月１～７日（土・日・祝日を除く）に各保

健センターで申込みを受け付けています。

　検診についての詳しい内容は、各保健センター

までお問い合わせください。

●【言語リハビリ教室】

※40歳以上で「話す」・「読む」・「書く」・「聞いて

理解する」ことなどでお困りの方は、各保健セ

ンターへご相談ください。

※言語リハビリ教室では、会話の援助や楽器演奏

をしてくださるボランティアを随時募集してい

ます。ご協力をいただける方は、各保健センター

までご連絡ください。

●【乳幼児健診】
　※母子健康手帳、健診アンケートをお持ちください。

※１０月から乳児健診において、ブックスタート事

業（絵本の配布）を開始しています。

●【育児相談】

※育児相談と同時に、子育てに心配のある方など

を対象に、療育相談員による「すこやか相談」

を実施しています。（要予約）

秩父保健センター会場

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

12月９日㈫

13：00～14：00

１ 歳 ６ か 月 児 健 診 平成19年５月生まれ

12月11日㈭ ３ 歳 児 健 診 平成17年８月生まれ

12月16日㈫ 乳児（４か月児）健診 平成20年７月生まれ

12月17日㈬ 乳児（10か月児）健診 平成20年２月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

12月５日㈮ ９：30～10：30 育児相談、身長・体
重測定、赤ちゃん体操 乳　　幼　　児

種　類 月　日 受付時間 対　　　　象

三 種 混 合 12月８日㈪
13：30～14：30

生後３か月～７歳６か月未満

Ｂ Ｃ Ｇ 11月25日㈫
12月15日㈪ 生後３か月～６か月未満

月　　日 会　　場 実施時間
11月27日㈭ 秩父保健センター

13：30～15：30
12月16日㈫ 吉田保健センター

12月15日㈪ 荒川保健センター

12月18日㈭ 秩父保健センター
検診名 対象年齢 料　　金

胃 が ん 検 診 40歳以上 2,500円

子 宮 が ん 検 診
20～39歳 1,300円

40歳以上 2,100円

大 腸 が ん 検 診 40歳以上 500円

ペットボトルのキャップで世界の子どもに「ポリオワクチン」を届けよう
市役所をはじめ、市内の公共施設やその他の施設、一部の医療機関などでキャップの回収を行っています
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◇
11
月
10
日
〜
12
月
31
日
の
休
館
日

　

秩
父
図
書
館
で
は
、
12
月
３
日
㈬
は
、

秩
父
夜
祭
の
た
め
臨
時
休
館
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

視
覚
障
が
い
ま
た
は
高
齢
な
ど
の
理

由
で
、
自
分
で
本
を
読
む
こ
と
が
困

難
な
方
は
、
秩
父
図
書
館
の
対
面
朗
読

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
利
用
希
望
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、

秩
父
図
書
館
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
希
望
図
書
の
朗
読
テ
ー
プ
作

成
も
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
各

館
蔵
書
の
検
索
・
貸
出
状
況
の
確
認
・

貸
出
中
資
料
の
予
約
の
ほ
か
、
各
館
の

カ
レ
ン
ダ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

な
ど
多
彩
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
そ
ろ
え
て

い
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
ア
ク
セ

ス
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
絵
本
相
談
日

と　

き　

11
月
11
日
㈫
、
12
月
９
日
㈫
、

午
前
10
時
〜
正
午

内　

容　

良
い
絵
本
の
選
び
方
、
与
え

方
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

●
お
は
な
し
会
（
入
場
無
料
）

と　

き　

11
月
22
日
㈯
、
12
月
13
日
㈯
、

27
日
㈯
、
午
後
３
時
〜
（
約
40
分
）

内　

容　
４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年
児

童
向
け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し
ま
す
。

※
参
加
希
望
者
は
、
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

横
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

●
第
１
４
５
回
・
名
作
映
画
鑑
賞
会

題　

名　
『
伊　

豆　

の　

踊　

子
』

（
１
９
３
３
年
、
日
本
、
94
分
）

監　

督　

五　

所　

平　

之　

助

出　

演　

田
中
絹
代
、
大
日
方
傅
、
小

林
十
九
二
、
河
村
黎
吉
、
坂
本
武
、
飯

田
蝶
子
、
谷
麗
光
、
弁
士
・
松
田
春
翠

内　

容　

風
光
明
媚
な
伊
豆
を
旅
す
る

一
高
の
学
生
水
原
は
旅
芸
人
の
一
行

と
道
連
れ
に
な
る
。
踊
子
の
薫
（
田
中

絹
代
）
と
心
を
通
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
水
原
は
、
自
分
の
先
輩
が
薫
と
許
婚

の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
し
ま
う
。

水
原
は
薫
と
下
田
港
で
別
れ
、
東
京
へ

帰
る
こ
と
を
決
意
す
る
。

◎
キ
ネ
マ
旬
報
ベ
ス
ト
テ
ン
入
賞
映
画

◎
伊
豆
の
踊
子
・
最
初
の
映
画
化
作
品

11
月
27
日
㈭
午
後
１
時
30
分
開
映

会　

場　

秩
父
図
書
館
２
階

◎
映
画
解
説
が
あ
り
ま
す
。
入
場
無
料
。

●
ピ
ヨ
ピ
ヨ
タ
イ
ム

と　

き　

11
月
11
日
㈫
、
12
月
９
日
㈫

午
前
11
時
〜
（
約
30
分
）

内　

容　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対
象
と

し
た
や
さ
し
い
お
は
な
し
の
時
間
で
す
。

●
お
は
な
し
会

と　

き　

11
月
22
日
㈯
、
12
月
20
日
㈯

午
後
２
時
30
分
〜
（
約
30
分
）

内　

容　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
の

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
絵
本
や
紙
芝

居
、
手
あ
そ
び
な
ど
を
し
ま
す
。

各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
１ 月 秩　荒　吉　　 17 水
２ 火 18 木
３ 水 秩 19 金
４ 木 20 土 　　　　　　大
５ 金 21 日 　　　　　　大
６ 土 　　　　　　大 22 月 秩　荒　吉　　
７ 日 　　　　　　大 23 火 　　　　吉　大
８ 月 秩　荒　吉　　 24 水
９ 火 25 木
10 水 26 金
11 木 27 土 　　　　　　大
12 金 28 日 　　　　　　大
13 土 　　　　　　大 29 月 秩　荒　吉　大
14 日 　　　　　　大 30 火 秩　荒　吉　大
15 月 秩　荒　吉　　 31 水 秩　荒　吉　大
16 火

12月

◎大雨等の場合は巡回できませんので、秩父図書館にお問い合わせください。
◎貸し出しには、『図書館利用カード』が必要です。利用カードがない方は、その
場で発行しますので、身分証明書をお持ちください。

◎貸出期間は次回巡回日までです。

駐車場所 荒川西小学校
職員駐車場

大滝中学校
駐車場

上吉田塚越
風間商店前

駐車時間 13：00～14：00 11：15～11：45 14：30～15：00

巡
回
日

11月13日㈭ 11月20日㈭
12月11日㈭ 12月18日㈭ 12月５日㈮
２月５日㈭ ２月19日㈭ ２月６日㈮

移動図書館車「しばざくら号」の市内巡回をご利用ください

◇
11
月
10
日
〜
12
月
31
日
の
休
館
日

各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
10 月 秩　荒　吉　　 21 金
11 火 22 土 　　　　　　大
12 水 23 日 　　　　吉　大
13 木 24 月 　　荒　吉　大
14 金 25 火 秩
15 土 　　　　　　大 26 水
16 日 　　　　　　大 27 木
17 月 秩　荒　吉　大 28 金
18 火 29 土 　　　　　　大
19 水 30 日 　　　　　　大
20 木

11月

秩父図書館
（午前10時～午後６時）
上町３－６－27
☎２２－０９４３
荒川図書館
（午前９時～午後５時）
荒川日野６６－２
☎５４－１０３４

秩父図書館吉田分館
（午前９時～午後５時）
下吉田６５６９－１
☎７７－１１００
秩父図書館大滝分館
（午前９時～午後５時）
大滝９４５
☎５５－００３３

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

秩
父
市
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

催
し
物
の
ご
案
内

秩

父

図

書

館

秩

父

図

書

館

荒

川

図

書

館

荒

川

図

書

館

図書館ホームページアドレス　　https://library.city.chichibu.lg.jp（パソコン用）
　　　　　　　　　　　　　　　https://library.city.chichibu.lg.jp/i/ihome.html（携帯電話用）

※秩…秩父図書館
荒…荒川図書館
吉…秩父図書館吉田分館
大…秩父図書館大滝分館

秩
父
夜
祭
の
た
め

臨
時
休
館
し
ま
す



�

相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 月～金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 22－7283
吉田子育て支援センター
☎77－1145 77－1148

子どもについ
ての心配ごと

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204

身体・知的障がい
児（者）について

月～金曜
９時～18時

フレンドリー☎22－778522－7055
（身体障がい） ☎22－704521－
6705（知的障がい）土曜  ９時～16時

精神障がい者
に つ い て

月～金曜
９時～17時

生活支援センター「アクセス」
☎24－1025 24－1026

障がい者の
就労・生活

月～金曜
９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・22－2870

い じ め・
不 登 校 等

ひまわり教室　月～金曜　９時～17時
※火曜午後はカウンセラーが相談

ひまわり教室
☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～12時

やまなみ教室
☎72－2030

人 権
月～金曜　8時30分～17時15分 さいたま地方法務局

秩父支局 ☎22－0827人権擁護委員による相談
火曜（第5週を除く）９時～ 16時

内 職 月～金曜　９時～16時 ちちぶパートバンク
☎24－5222
工業振興課
☎22－3428

職 業
ちちぶパートバンク
月～金曜　９時～17時
吉田総合支所　
月曜　９時～16時30分

労 働

月～金曜　9時～17時　電話相談
　　　　　9時～16時　面接相談

労働相談センター
☎048－830－4522

月～金曜　8時30分～17時15分　面接相談
第3木曜14時～16時
弁護士による面接相談

秩父地域振興センター
（要予約）☎24－1110

中小企業者向
けよろず金融

12/10㈬  13時～16時30分  ※前々日までに
要予約　会場   歴文館5階第２会議室

商業振興課 ☎25－5208
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚
福祉女性会館
12/13㈯　13時～16時
※要予約（先着８人）

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514

心 配 ご と 大滝総合支所　11/27㈭　13時～16時

相談名 相　　　談　　　日 会　　場 相　　談　　員

法 律

12月２日㈫・18日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室） 弁護士12月９日㈫

10時～15時
吉田総合支所

（振興会館）
※電話で予約が必要です。
11月20日㈭　午前９時から電話予約受付　各日先着10人

人 権

毎月第２・４
水曜

13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

人権擁護委員11月19日㈬ 大滝総合支所
12月17日㈬ 荒川総合支所

行 政

11月17日㈪
12月15日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員12月１日㈪ 吉田総合支所
（振興会館）

11月17日㈪
12月22日㈪ 大滝総合支所

12月８日㈪ 荒川総合支所
市 民 毎週木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員
消 費 生 活
（多重債務） 毎週月·水·金曜　９時～16時 消費生活コンサルタント

行 政 手 続 12月９日㈫　13時～15時 行政書士

登 記 11月19日㈬・12月17日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 12月１日㈪　10時～15時 税理士
土 地 建 物 12月16日㈫ 　10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について 11月27日㈭・12月25日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 11月25日㈫・12月16日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

年金・労働 12月12日㈮　13時～15時 社会保険労務士

公 証 11月25日㈫・12月９日㈫
９時30分～12時 公証人

上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25－5200

※相談日が祝日の場合はお休みとなります。

　

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
いつまでも　自分らしく

住みなれた地域で暮らすために
いつまでも　自分らしく

住みなれた地域で暮らすために

問い合わせ
●包括支援センター　　　　　 22-2582
●けやき包括支援センター　　 27-7331
●かえで包括支援センター　　 77-1134
●さくら包括支援センター　　 53-1014

　

毎
朝
の
散
歩
が
日
課
の
Ａ
さ
ん
。
散

歩
の
時
は
、
近
所
の
高
齢
者
Ｂ
さ
ん
も

洗
濯
干
し
や
庭
の
手
入
れ
を
し
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ

と
が
頻
繁
に
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

最
近
は
Ｂ
さ
ん
を
見
か
け
る
こ
と
が
少

な
く
な
り
、
Ｂ
さ
ん
の
家
の
庭
も
荒
れ

て
き
て
い
ま
し
た
。

　

Ｂ
さ
ん
は
夫
を
数
年
前
に
亡
く
し
て

か
ら
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
た
よ
う
で
、

子
ど
も
は
遠
く
に
住
ん
で
い
る
ら
し
く
、

近
所
と
も
ほ
と
ん
ど
交
流
が
な
い
方
で

し
た
。

　

そ
の
後
、
近
所
の
方
か
ら
「
Ｂ
さ
ん

が
救
急
搬
送
さ
れ
た
ら
し
い
」
と
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。
体
調
を
崩
し
、
食
事

も
ほ
と
ん
ど
摂
れ
な
い
状
態
で
脱
水
症

状
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
た
ま
た

ま
訪
問
し
た
民
生
委
員
が
発
見
し
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

自
分
は
Ｂ
さ
ん
に
何
か
で
き
な
か
っ

た
の
か
。
そ
し
て
将
来
、
自
分
も
Ｂ
さ
ん

の
よ
う
に
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
た
ら
。
あ

る
い
は
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
に
介
護
が
必

要
に
な
っ
た
ら
。
自
分
は
何
か
で
き
な

か
っ
た
の
か
と
い
う
思
い
と
、
自
分
の
将

来
へ
の
不
安
が
Ａ
さ
ん
に
湧
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
Ａ
さ
ん
は
出
か
け

た
先
で
置
い
て
あ
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
知
り
、

早
速
電
話
を
か
け
て
み
ま
し
た
。
秩
父

市
で
は
４
つ
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
、
民
生
委
員
や
警
察
・
病
院
・
郵

便
局
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
高
齢
者
の
介
護

予
防
や
権
利
擁
護
・
総
合
相
談
な
ど
を

行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
高
齢
者
に
関

す
る
悩
み
や
心
配
事
が
あ
れ
ば
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
で
き
る
と

思
い
、
Ａ
さ
ん
は
安
心
し
ま
し
た
。

　

現
在
も
Ａ
さ
ん
は
毎
朝
散
歩
を
し
て

い
ま
す
が
、
以
前
と
変
わ
っ
た
こ
と
は
、

新
聞
な
ど
が
何
日
も
取
り
込
ま
れ
て
い

な
か
っ
た
り
な
ど
、
何
か
変
わ
っ
た
こ

と
が
な
い
か
、
近
所
の
高
齢
者
へ
関
心

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
そ

れ
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
安
心
し
て
生
活
を
送
る
た

め
に
は
、
生
活
に
密
着
し
た
地
域
の
住

民
が
高
齢
者
の
生
活
の
変
化
に
気
付
き
、

問
題
が
深
刻
化
す
る
前
に
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
を
す
る
こ
と

も
重
要
だ
と
い
う
思
い
を
持
っ
た
か
ら

で
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
に
も
心
配
な
高
齢
者

が
い
ま
し
た
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
周
り
に
心
配
な

高
齢
者
は
い
ま
せ
ん
か
？
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毎
年
暮
れ
に
な
る
と
、
そ
の
年
の
所

得
税
の
過
不
足
を
調
整
す
る
た
め
に

「
年
末
調
整
」を
行
い
、
翌
年
２
～
３
月

に
は「
確
定
申
告
」な
ど
を
行
い
ま
す
が
、

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
額
に
つ
い

て
は
、「
社
会
保
険
料
控
除
」の
対
象
と

な
り
ま
す
。
こ
の
控
除
を
受
け
る
に
は
、

保
険
料
を
納
め
た
こ
と
を
証
明
す
る
も

の
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
は
が
き
）

が
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
等
の
際
に

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
控
除
証
明
書
の
送
付
に
伴
い
、

「
口
座
振
替
済
額
通
知
書
」、「
納
付
受

託
機
関
で
収
納
し
た
保
険
料
の
領
収
済

通
知
書
」
は
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料

　
　
控
除
証
明
書
が

送
付
さ
れ
ま
す

送
付
さ
れ
る
時
期

11
月
に
送
付
さ
れ
る
方　

・
１
月
１
日
～
９
月
30
日
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
方

２
月
に
送
付
さ
れ
る
方

・
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し

た
場
合
な
ど
、
10
月
１
日
～
12
月
31

日
に
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方

控
除
の
申
告
に
つ
い
て

・
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
（
非
課
税
）
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

・
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
と
し
て
ご
家

族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
は
、
納
付
し
た
方
が
そ
の
保
険

料
を
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
控
除
証
明
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
月

分
以
外
の
保
険
料
を
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
納
付
し
た
場
合
は「
領
収
書
」

を
添
付
す
る
と
今
年
分
と
し
て
申
告

で
き
ま
す
。

　

控
除
証
明
書
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
や
、
再
発
行
の
依
頼
は
左
記
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

問
秩
父
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
27

－

６
５
６
１

控
除
証
明
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０

－

０
７
０

－

１
１
７　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
Ｉ
Ｐ
電
話
専
用

　

☎
０
３

－

６
７
４
８

－

８
８
８
２

※
控
除
証
明
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
、
Ｉ
Ｐ
電

話
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
と
も
に
、
平
成
21

年
３
月
13
日
㈮
ま
で
開
設
（
平
日
：

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）し
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
さ
ん
へ

浄
化
槽
維
持
管
理
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

浄
化
槽
は
、
私
た
ち
の
生
活
か
ら
排

出
さ
れ
る
汚
水
を
微
生
物
の
力
で
浄
化

し
、
き
れ
い
な
水
を
川
に
流
す
こ
と
の

で
き
る
装
置
で
す
。
浄
化
槽
の
使
い
方

を
誤
っ
た
り
、
維
持
管
理
を
適
切
に
行

わ
な
い
と
、
放
流
水
の
水
質
悪
化
や
悪

臭
の
発
生
な
ど
、
生
活
環
境
を
悪
化
さ

せ
る
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
法
で
は
、
定
期
的
な
保
守
点

検
、
清
掃
、
そ
し
て
保
守
点
検
・
清
掃

が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
検
査
す

る
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
守
点
検
と
は
？

　

浄
化
槽
の
装
置
が
正
し
く
働
い
て
い

る
か
点
検
し
、
装
置
や
機
械
の
調
整
や

修
理
、
汚
泥
の
状
況
を
確
認
し
て
、
清

掃
時
期
の
判
定
、
消
毒
剤
の
補
充
な
ど

を
行
い
ま
す
。
10
人
槽
以
下
の
合
併
処

理
浄
化
槽
の
場
合
、
年
３
回
以
上
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

清
掃
と
は
？

　

浄
化
槽
内
に
生
じ
た
汚
泥
な
ど
の
引

き
抜
き
や
調
整
、
機
器
類
の
洗
浄
の
こ

と
で
す
。
年
１
回
以
上
実
施
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

法
定
検
査
と
は
？

　

保
守
点
検
や
清
掃
と
は
別
に
行
う
浄

化
槽
の
機
能
診
断
の
こ
と
で
す
。
県
知

事
の
指
定
し
た
検
査
機
関
が
行
う
検
査

で
、
次
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

①
設
置
後
の
水
質
に
関
す
る
検
査
（
７

条
検
査
）

　

設
置
さ
れ
た
浄
化
槽
が
、
適
正
に
施

工
さ
れ
、
機
能
し
て
い
る
か
を
確
認
す

る
検
査
で
す
。
浄
化
槽
を
使
い
始
め
て

か
ら
３
か
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
５
か

月
間
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
定
期
検
査
（
11
条
検
査
）

　

保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
、

浄
化
槽
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
か

を
確
認
す
る
検
査
で
す
。
毎
年
１
回
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

検
査
結
果
は
、
市
へ
報
告
さ
れ
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
、
そ
の
浄
化
槽
の
保
守

点
検
を
行
っ
て
い
る
業
者
お
よ
び
浄
化

槽
を
使
用
し
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
へ
、

適
正
な
維
持
管
理
を
行
う
た
め
の
助

言
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

問
生
活
衛
生
課
☎
25

－

５
２
０
２

●
法
定
検
査
に
つ
い
て
は

社
団
法
人
埼
玉
県
浄
化
槽
協
会

　

☎
０
４
８

－

５
３
３

－

４
７
０
０

　

秩
父
夜
祭
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
臨

時
休
館
と
振
替
開
館
を
実
施
し
ま
す
。

臨
時
休
館
日　

12
月
３
日
㈬

振
替
開
館
日　

12
月
２
日
㈫

※
利
用
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
９
時

問
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
☎
24

－

４
０
０
４

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
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今
回
は
「
頚け

い

動ど
う

脈み
ゃ
く

エ
コ
ー
検
査
」
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
「
エ
コ
ー
検
査
」
と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、「
エ
コ
ー
検
査
」
と
聞
く
と
、

大
半
の
方
は
、
妊
娠
中
に
胎
児
の
状
態

を
調
べ
た
り
、
人
間
ド
ッ
グ
で
肝
臓
な

ど
の
状
態
を
調
べ
た
り
す
る
と
き
の
こ

と
が
頭
に
浮
か
ぶ
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
「
エ
コ
ー
（
超
音
波
診
断

装
置
）」
と
い
う
装
置
で
、
血
管
内
の

検
査
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
わ
り

と
知
ら
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

頚
動
脈
エ
コ
ー
検
査
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
？

　

頚
動
脈
は
、
頚
部
（
首
の
部
分
）
に

走
っ
て
い
る
太
い
動
脈
の
こ
と
で
、
こ

の
動
脈
硬
化
が
進
ん
で
い
る
と
、
脳
卒

中
や
心
筋
梗
塞
を
お
こ
す
危
険
が
高
く

な
る
こ
と
か
ら
、「
脳
や
心
臓
の
血
管

を
写
す
鏡
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
頚
動
脈
に
「
エ
コ
ー
」
で
体
の
外
か

ら
超
音
波
を
あ
て
る
こ
と
で
、
血
管
内

の
形
態
と
、
血
管
壁
の
状
態
を
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

検
査
は
、
仰
向
け
に
寝
た
状
態
で
枕

を
外
し
、
首
の
部
分
に
ゼ
リ
ー
を
塗
り
、

「
プ
ロ
ー
ブ
」
と
い
う
超
音
波
を
出
す

道
具
を
あ
て
て
行
い
ま
す
。

　

血
管
壁
を
観
察
し
て
動
脈
硬
化
の
有

無
を
調
べ
る
と
と
も
に
、
血
管
腔
を
観

察
し
て
詰
ま
り
具
合
を
調
べ
ま
す
。
動

脈
硬
化
が
あ
る
と
、
血
管
壁
が
厚
く

な
っ
て
い
た
り
、
血
管
が
詰
ま
っ
て
い

た
り
、
狭
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、

「
プ
ラ
ー
ク
」
と
い
う
血
管
壁
に
１
ミ

リ
を
超
え
る
コ
ブ
状
の
隆
起
物
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
大
き
さ
、
形
状
、
表
面
、

内
部
の
状
態
（
硬
さ
）
な
ど
を
調
べ
ま

す
。
こ
の「
プ
ラ
ー
ク
」の
種
類
や
数
で
、

治
療
方
針
な
ど
を
検
討
し
た
り
、
脳
梗

塞
の
危
険
度
が
推
測
で
き
る
の
で
す
。

　

エ
コ
ー
検
査
は
、
痛
み
も
な
く
お
体

の
具
合
に
影
響
を
与
え
ま
せ
ん
の
で
、

ど
な
た
で
も
安
心
し
て
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
検
査
を
ご
希
望
の
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
立
病
院
臨
床
検
査
科

　

☎
23

－

０
６
１
１

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
が
ご
心
配
な
方

頚
動
脈
は
、
脳
や
心
臓
の

血
管
を
写
す
鏡
で
す

頚動脈エコー検査の様子

　

市
立
病
院
で
は
よ
く
、「
こ
う
い
う
症
状
の
場
合
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
検
査

を
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
？
」
と
か
「
市
立
病
院
で
は
ど
ん
な
検
査
・
治
療
が

で
き
る
の
で
す
か
？
」
の
よ
う
な
質
問
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
こ
の
治
療
を
受
け
れ
ば
必
ず
治
り
ま
す
。」
と
か
「
こ
の
検
査

を
受
け
れ
ば
必
ず
原
因
が
分
か
り
ま
す
。」

と
答
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
う
い
っ
た
情
報
が
必
要
な
方
に
参
考
に

な
り
そ
う
な
こ
と
を
、「
検
査
・
治
療
情
報
」

と
し
て
、
今
月
号
か
ら
と
き
ど
き
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

市 立 病 院
だ よ り

検査・治療情報　その１

頸
け い

動
ど う

脈
みゃく

エコー検査

　

個
人
事
業
者
の
方
で
、
平
成
20
年
か

ら
新
た
に
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
な

る
方
は「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」

を
税
務
署
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
速

や
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
費
税
の
届
出
書
や
帳
簿
の
記
載
方

法
等
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.n
ta.go

.jp

）
も
し

く
は
秩
父
税
務
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

国
税
庁
で
は
毎
年
「
税
を
考
え
る
週

間
」
を
定
め
、
各
種
広
報
広
聴
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は「
Ｉ
Ｔ
化
・

国
際
化
と
税
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
税

の
意
義
や
役
割
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て

い
た
だ
く
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
皆
さ

ん
も
税
務
行
政
の
Ｉ
Ｔ
化
「
国
税
電
子

申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
秩
父
税
務
署
☎
22

－

４
４
３
３

お
済
み
で
す
か
？消費

税
の
届
出
！

秩
父
税
務
署

か
ら
の
お
知
ら
せ

11
月
11
日
〜
17
日
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」

ちちぶバイオマス元気村発電所　視察・見学者受付中！
吉田元気村の足湯利用料金は中学生以上100円、小学生50円　好評営業中！



2008年11月号 �

と　

き　

11
月

24
日
㈪
・
㈷
午

前
11
時
～
午
後

３
時
30
分
（
売

切
れ
次
第
終

了
）

と
こ
ろ　

川
口

市
（
京
浜
東
北

線
西
川
口
駅　

西
口
か
ら
徒
歩
３
分
の

中
央
通
り
）

内　

容　

行
田
市
の
「
ゼ
リ
ー
フ
ラ

イ
」、
深
谷
市
の
「
煮
ぼ
う
と
う
」
な

ど
県
内
各
地
の
ご
当
地
グ
ル
メ
が
西
川

口
に
集
結
し
、
ご
当
地
グ
ル
メ
王
を
か

け
て
戦
い
ま
す
。
秩
父
市
か
ら
は
昨
年

に
引
き
続
き
、「
み
そ
ポ
テ
ト
」
が
参

戦
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
応
援
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
近
く
に
お
知
り
合

い
の
方
が
い
た
ら
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

問
観
光
振
興
課

　

☎
25

－

５
２
０
９

　

市
で
は
、
都
市
計
画
に
お
い
て
用
途

地
域
が
準
工
業
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
区
域
（
中
心
市
街
地
活
性
化
区

域
を
除
く
）
に
、
１
万
㎡
以
上
の
大
規

模
集
客
施
設
の
立
地
を
制
限
す
る
た
め

の
特
別
用
途
地
区
を
、
10
月
１
日
付
け

で
決
定
し
ま
し
た
。

　

詳
細
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
課
☎
25

－
５
２
１
７

第
３
回

埼
玉
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
王

　
　
　
　

決
定
戦
に
参
戦
！

１

世
界
人
権
宣
言
60
周
年

全
国
一
斉

｢

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン｣

　
　
　
　
　
　
　
　

強
化
週
間

４

都
市
計
画
の

　

特
別
用
途
地
区
を
決
定

２　

市
で
は
、
多
量
の
水
を
使
用
す
る
製

造
業
の
事
業
所
を
対
象
に
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
事

業
者
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
お
よ
び
助
成
金
額

　

市
内
で
製
造
業
を
営
む
事
業
所
で
、

今
年
１
月
か
ら
12
月
に
行
っ
た
検
針
に

よ
り
確
認
し
た
年
間
水
道
使
用
量
が

１
２
，
０
０
０
㎥
を
超
え
た
分
に
対

し
、
１
㎥
当
た
り
10
円
を
補
助
し
ま
す
。

た
だ
し
、
明
ら
か
に
製
造
工
程
に
関
わ

ら
な
い
水
道
使
用
量
分
は
除
外
し
ま
す
。

ま
た
、
限
度
額
は
２
０
０
万
円
で
す
。

※
正
式
な
申
請
は
12
月
の
検
針
後
、
来

年
１
月
末
ま
で
に
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
昨
年
度
に
対
象
と
な
っ
た
事
業

所
に
つ
い
て
は
連
絡
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
工
業
振
興
課
☎
22

－

３
４
２
８

製
造
業
事
業
所
の

　

水
道
料
金
を
一
部
助
成

３

　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
女
性
を
め
ぐ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
女
性
か
ら
の
専
用
相
談
電

話
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
17
日
㈪
～
23
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
22
日
㈯
、
23
日
㈰
は
午
前
10
時
～
午

後
５
時

専
用
相
談
電
話

☎
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

相
談
員　

法
務
局
職
員
、
県
内
の
女
性

の
人
権
擁
護
委
員
（
秘
密
厳
守
）

問
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
４
８

－

８
６
３

－

９
５
８
９

　

☎
０
４
８

不用品のリサイクルコーナー
　市では、日用品など自分には不用になった
が、まだ利用できるものなので譲りたい、ま
たは譲ってほしいという希望者の方を登録し、
紹介しています。
　なお、無料譲渡を条件とします。

譲
り
た
い
物

２段ベッド

譲
っ
て
ほ
し
い
物

壁掛時計（振子式）、ベビーカー（Ａ型）、自転車（27インチ・シ
ルバー）、うどん用めん棒・こね鉢、婦人用自転車、チャイルド
シート、ベビーベッド用メリーゴーランド、足踏みミシン、卓球台

登
録
状
況

　譲りたい物 １件
　譲ってほしい物 11件

（10月1６日現在）

※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限り
ます。希望者の方は、電話で下記までご連絡く
ださい。
　また、有効期間中に「譲れなくなった」ま
たは「譲り受ける必要がなくなった」という
場合は、必ずご連絡ください。

申・問市民生活課　☎２５－５２００

５

　

１
９
４
８
年
12
月
10
日
に
国
際
連
合

で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
法
務
省
と
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
毎
年

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１
週
間
を

「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓
発
活
動
を

全
国
各
地
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
で
も
、
こ
の
期
間
を
「
人
権

尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県
民
運
動
強
調
週

間
」
と
し
て
、
市
町
村
と
協
力
し
な
が

ら
集
中
的
に
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

 

21
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
家
庭
や

職
場
で
人
権
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

問
総
務
課
☎
22

－

２
２
５
１

12
月
４
日
～
1₀
日
は

　
　
　
　
　
「
人
権
週
間
」

６

皆さんおなじみの“みそポテト”



�

対　

象　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
埼
玉

県
知
事
か
ら
指
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

支
給
額　

年
３
，
０
０
０
円

手
続
き　

指
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
、

印
鑑
お
よ
び
預
金
通
帳
（
本
人
名
義
）

を
持
っ
て
、
12
月
19
日
㈮
ま
で
に
社
会

福
祉
課
ま
た
は
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

問
社
会
福
祉
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
６
８

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６

難
病
を
有
す
る
方
に

　
　

難
病
見
舞
金
を
支
給

　

国
土
交
通
省
で
は
、
都
道
府
県
、
市

町
村
の
協
力
の
も
と
に
12
月
１
日
を
基

準
日
と
し
て
、「
平
成
20
年
住
生
活
総

合
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
居
住
環
境
を
含
め
た

住
生
活
全
般
に
関
す
る
実
態
や
居
住
者

の
意
向
、
満
足
度
等
を
総
合
的
に
調
査

し
、
国
、
地
方
公
共
団
体
の
住
宅
政
策

の
資
料
と
す
る
も
の
で
す
。
全
国
で
約

10
万
世
帯
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
24
日
㈪
・
㈷
～
12
月
７
日
㈰
に
、

統
計
調
査
員
証
を
持
っ
た
調
査
員
が
、

対
象
と
な
っ
た
住
宅
を
訪
問
し
ま
す
の

で
、
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
建
築
住
宅
課
☎
25

－

５
２
１
４

　

埼
玉
県
住
宅
課

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

５
５
７
１

「
住
生
活
総
合
調
査
」に

ご
協
力
を

埼
玉
県
警
察
官
募
集

13 受
付
期
間　

11
月
21
日
㈮
ま
で
の
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
11
月
13
日
㈭
の
み
午
後
７
時
15
分
ま

で
受
付
（
詳
細
は
市
報
ち
ち
ぶ
10
月

号
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

問
こ
ど
も
課
☎
25

－

５
２
０
６

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５

平
成
21
年
度

保
育
所(

園)

入
所
申
込
み
受
付
中

７

９

12

　

埼
玉
県
で
は
、
低
所
得
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
児
童
が
中
学
校
へ
入
学
す
る
と

き
、
就
学
支
度
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対　

象　

ひ
と
り
親
家
庭
ま
た
は
父
母

の
い
な
い
児
童
を
養
育
し
、
平
成
21
年

４
月
に
中
学
校
へ
就
学
す
る
児
童
を
扶

養
し
て
い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

（
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）

支
給
額　

１
０
，
０
０
０
円

※
申
請
に
は
、
振
込
先
の
金
融
機
関
が

証
明
で
き
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）
が

必
要
で
す
。

申
込
締
切　

12
月
26
日
㈮
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
児
童

　
　

中
学
校
就
学
支
度
金

８

問
社
会
福
祉
課
☎
25

－

５
２
０
４

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６

　

秩
父
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
来
春
の

講
演
会
で
演
じ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ナ

ピ
ー
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

　
（
群
読
）
出
演
者
募
集

10

リ
オ
の
群
読
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

若
者
た
ち
が
書
い
た
広
島
、
沖
縄
、
ア

ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
、
イ
ラ
ク
な
ど
の
物
語

で
、
平
和
を
表
現
し
ま
す
。

対　

象　

中
学
生
以
上

活
動
日　

日
曜
日
午
後（
月
２
回
程
度
）

活
動
内
容　

群
読
の
練
習
と
語
り
合
い

発
表
日　

平
成
21
年
３
月
22
日
㈰

問
秩
父
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局 

江
田

　

☎
０
９
０

－

５
３
２
８

－

５
７
８
６

　

散
策
サ
イ
ン
開
運
案
内
板
「
ど
こ
い
く

べ
ぇ
」
を
主
体
に
、
街
角
、
人
物
、
風
景

な
ど
を
撮
影
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
期
限　

12
月
12
日
㈮
ま
で

応
募
サ
イ
ズ　

２
Ｌ
サ
イ
ズ

賞　

典　

埼
玉
県
知
事
賞
を
は
じ
め
、

多
く
の
賞
や
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
各
商
店
街
な
ど
に
配
布
し

て
あ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法  

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
送
付
ま
た
は
窓
口
に
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
用
紙
に

は
秩
父
商
工
会
議
所
管
内
（
秩
父
市
・

横
瀬
町
）
の
事
業
所
（
飲
食
・
物
産
店
・

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
・
商
店
等
）
の
買

い
物
レ
シ
ー
ト
（
５
０
０
円
以
上
）
を

貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
秩
父
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
は
、

店
頭
に
会
員
証
の
掲
示
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問
〒
３
６
８

－

０
０
４
６
宮
側
町

１

－

７　

秩
父
商
工
会
議
所
「
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
係
」
☎
22

－

４
４
１
１

第
５
回 

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　

 

作
品
募
集

11

受
験
資
格

Ⅰ
類　

大
学
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込

み
で
、
年
齢
が
29
歳
ま
で
の
男
性

Ⅱ
類　

短
大
ま
た
は
専
修
学
校
を
卒
業

ま
た
は
卒
業
見
込
み
で
、
年
齢
が
19
歳

か
ら
29
歳
ま
で
の
男
性

Ⅲ
類　

右
記
の
Ⅰ
類
ま
た
は
Ⅱ
類
に
該

当
し
な
い
方
で
、
年
齢
が
17
歳
か
ら
29

歳
ま
で
の
男
性
（
高
校
卒
業
見
込
み
の

方
も
受
験
可
能
で
す
。）

受
付
期
間　

11
月
21
日
㈮
～
12
月
12
日
㈮

に
持
参
ま
た
は
送
付
（
12
日
消
印
有
効
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
応
募
は
12

月
11
日
㈭
午
後
５
時
ま
で

第
１
次
試
験　

平
成
21
年
１
月
25
日
㈰

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
た
は
最

寄
り
の
交
番
・
駐
在
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
秩
父
警
察
署
☎
24

－

０
１
１
０

秩父市ホームページ　http://www.city.chichibu.lg.jp



2008年11月号 �

第
３
期

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
教
室

14と　

き　

平
成
21
年
１
月
９
日
～
３
月

13
日
の
毎
週
金
曜
日
（
全
10
回
）、
午

前
10
時
～
正
午

対　

象　

一
般
成
人
男
女

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

定　

員　

２
２
０
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
し
、
後
日
結
果
を
返
送
）

申
11
月
28
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
☎
を
明

記
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー　

〒
３
６
８

－

０
０
０
５　

大
野
原
１
４
７
０

　

☎
24

－

４
０
０
４

と　

き　

12
月
７
日
㈰

午
前
の
部　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ  

埼
玉
森
林
管
理
事
務
所
会
議
室

費　

用  

１
、０
０
０
円
（
リ
ー
ス
２
個
）

定　

員　

各
部
15
人
（
先
着
順
）

持
ち
物  

エ
プ
ロ
ン
、
軍
手

申
11
月
17
日
㈪
か
ら
、
☎
で
左
記
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
関
東
森
林
管
理
局
埼
玉
森
林
管
理
事

務
所
（
守
屋
、
岩
下
）
☎
23

－

１
２
６
０

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

15

と　

き　

12
月
８
日
、
15
日
、
22
日
、

平
成
21
年
１
月
５
日
、
12
日
、
19
日
の
各

月
曜
日
（
全
６
回
）
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
多
目
的
室

定　

員　

30
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合

は
40
歳
以
下
の
方
を
優
先
し
て
抽
選
）

講　

師　

引
間　

紀
夫 

氏

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

ラ
ケ
ッ
ト
（
運
動
の
で
き
る

服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。）

申
11
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
☎
で
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
22

－

０
４
２
０
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

秩
父
市
国
際
交
流
協
会
主
催
の
、
韓

国
出
身
の
講
師
に
よ
る
料
理
教
室
で
す
。

と　

き　

12
月
７
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
調
理
室

定　

員　

20
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

講　

師　

万
田　

蘭
喜 

氏

申
込
期
限　

11
月
28
日
㈮
ま
で

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

※
駐
車
場
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
な
る
べ

く
乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
市
民
生
活
課
☎
25

－

５
２
０
０

世
界
の
料
理
教
室
「
韓
国
編
」

20

と　

き　

平
成
21
年
１
月
19
日
～
３
月

23
日
の
毎
週
月
曜
日
、
午
後
２
時
～
４

時
（
全
10
回
）

と
こ
ろ　

吉
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
（
や
ま
な
み
会
館
）
会
議
室

定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

講　

師　

勅
使
河
原 

文
子
先
生

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

申
11
月
25
日
㈫
～
11
月
28
日
㈮
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時
に
☎
な
ど
で
申
込
み

問
吉
田
公
民
館
☎
77

－
１
１
０
０

ヨ　

ガ　

教　

室

16　

し
め
縄
作
り
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
？

正
月
飾
り
講
習
会

17
会　場 と　き 定員 講　師 材料費 申 込 方 法

中央公民館
（歴史文化伝承館
　　　多目的室）

12月17日㈬
午後１時30分～
　　　４時30分

３０人 吉田貞次郎 氏 ６００円
（当日集金）

11月19日㈬～11月28日
㈮までに☎で申込み

（定員になり次第締切）
☎22－0420

尾田蒔公民館
（集会室）

12月13日㈯
午前９時～正午 15人 野口　清 氏 500円

材料費を添えて窓口に
申込み（定員になり次
第締切）☎23－9010

久那公民館
（集会室）

12月16日㈫
午前９時～正午 20人 福島　進 氏 200円

（当日集金）

11月17日 ㈪ ～12月5日
㈮までに☎で申込み

（定員になり次第締切）
☎22－1495

高篠公民館
（集会室）

12月19日㈮
午後１時～４時 30人 清野守二 氏 500円

（当日集金）
11月19日㈬から☎で申
込み（定員になり次第
締切）☎22－1220

※各会場とも当日は、はさみ、ハンカチ、座布団をご持参ください。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

月
曜
卓
球
教
室

18①
年
賀
状
作
成
教
室

と　

き　
11
月
28
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

定　

員　

６
人
（
原
則
と
し
て
、
秩
父

郡
市
在
住
の
身
体
障
が
い
者
お
よ
び
高

齢
者
で
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
）

参
加
費　

４
０
０
円
（
年
賀
状
２
枚
を

含
む
）

②
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
サ
ロ
ン

　

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秩
父
に
よ

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
、
相
談
会
を

開
催
中
！

と　

き　
毎
週
火
曜
日
午
後
２
時
～
４
時

問
Ｎ
Ｐ
О
ハ
ー
ト
秩
父（
Ｉ
Ｔ
事
業
部
）

今
井
・
中
畝
☎
・

25

－

１
０
２
６

URLhttp://w
w

w
11.plala.or.jp/heart-c/

身
体
障
が
い
者
・
高
齢
者
の
方
を
対
象

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
教
室

19

と　

き　

平
成
21
年
１
月
10
日
、
17
日
、

24
日
の
各
土
曜
日
、
午
前
９
時
～
午
後
４
時

応
募
方
法　

往
復
は
が
き
（
往
信
用
裏
面

に
講
習
名
・
〒
住
所
・
氏ふ

り
が
な名
・
☎
・
勤
務
先
、

返
信
用
表
面
に
〒
住
所
・
氏
名
を
明
記
）

ま
た
は
当
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

応
募
期
間　

12
月
１
日
㈪
～
10
日
㈬

定　

員　

20
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
し
、
結
果
を
12
月
20
日
㈯
ま
で

に
連
絡
し
ま
す
。）

費　

用　

受
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３
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０
０
０
円
、
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ス
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０
０
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・
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専
門
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其
の
六

其
の
六

自
然
に
「
目
、
気
、
心
配
り
」
を

　

目
配
り
、
気
配
り
を
す
る
と
き
は
、

も
し
同
時
に
何
人
か
を
相
手
に
し
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
の
一
人
だ
け
で

な
く
、
常
に
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
対

応
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
相
手
の
サ

イ
ン
を
感
じ
取
っ
た
ら
す
ぐ
行
動
に
移

し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
お
も
て
な
し
の
「
配
る
」
は
、

そ
の
お
客
様
に
よ
り
、
あ
る
程
度
使
い

分
け
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

例
え
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
た

と
き
の
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　

お
客
様
に
よ
っ
て
は
、「
必
要
以
上

の
気
遣
い
は
い
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ

け
静
か
な
雰
囲
気
で
食
事
を
楽
し
み
た

い
。」
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
し
、
逆
に
「
目
・
気
配
り
」
を
利

か
す
の
は
当
た
り
前
、
も
っ
と
気
を
利

か
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
相
手
に
応
じ
た
「
配

り
」、
自
然
な
肩
の
こ
ら
な
い
「
配
り
」

が
大
事
で
す
。

　

さ
ら
に
大
事
な
こ
と
は
、
相
手
が
示

す
し
ぐ
さ
や
態
度
に
は
、
無
言
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
相
手
か
ら
出
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
し
ぐ
さ
を
見
逃
す
こ
と
な
く
、
先

手
先
手
の
お
も
て
な
し
が
で
き
る
よ
う
、

「
配
り
」
を
怠
り
な
く
！

　
最
後
に
復
唱
で
す
。お
も
て
な
し「
目

配
り
、
気
配
り
、
心
配
り
」
！ 

さ
あ

皆
さ
ん
「
配
っ
て
」
み
ま
し
ょ
う
。

問
ふ
る
さ
と
創
造
課
☎
22
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目
配
り
、
気
配
り
、
心
配
り

を
お
忘
れ
な
く
！

今
月
の
テ
ー
マ
は
「
配く

ば

る
」

　

さ
て
、
お
も
て
な
し
で
は
、
何
を
配

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
れ
は
、
私
た
ち
が
相
手
に
対
し
、

「
目
、
気
、
心
」
を
配
る
こ
と
で
す
。

そ
の
動
作
が

”お
も
て
な
し
の
心
“
を

さ
ら
に
ア
ッ
プ
さ
せ
る
の
に
重
要
な
ア

イ
テ
ム
で
す
。

　

「
目
配
り
」
と
は
、
相
手
の
要
望
に

応
え
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
に
注
意
を
行
き
届
か
せ
る
こ
と
で
、

ち
ょ
っ
と
し
た
動
作
や
表
情
を
見
逃
さ

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

一
方
「
気
配
り
、
心
配
り
」
と
は
、

不
都
合
・
失
敗
が
な
い
よ
う
に
、
あ
れ

こ
れ
と
気
を
遣
う
こ
と
で
す
。

　

「
配
る
」
と
き
は
、
相
手
の
立
場
、

気
持
ち
を
考
慮
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
、
ど
の
様
に

対
応
さ
れ
た
ら
、
自
分
が
気
持
ち
よ
く

な
る
か
考
え
な
が
ら「
配
り
」ま
し
ょ
う
。

このページを折りにふれてご覧いただき、日ごろのおもてなしにお役立てください。

お
も
て
な
し
の
実
践
編
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ス
マ
ー
ト
な
目
、
気
配
り
を

　

目
配
り
、
気
配
り
と
は
、
相
手
が
何

か
を
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
た
り
、
言

葉
に
出
す
前
に
、
相
手
の
態
度
や
仕
草

か
ら
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
事
前
に

準
備
を
し
た
り
、
さ
り
げ
な
く
対
応
で

き
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
「
目
、
気
配
り
」
で
有
名
な

話
と
し
て
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
「
豊
臣

秀
吉
と
石
田
三
成
の
出
会
い
」
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
こ
で
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

三
成
の
気
配
り

　

当
時
、
秀
吉
は
初
め
て
城
主
に

な
っ
た
ば
か
り
で
、
家
臣
も
少
な
く

人
材
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
あ
る

日
、
鷹
狩
り
の
折
に
、
と
あ
る
寺
に

寄
っ
た
と
き
、
の
ど
が
渇
い
た
秀
吉

は
、
お
茶
を
飲
み
た
い
と
お
寺
に

所し
ょ
も
う望

し
た
と
こ
ろ
、
寺
の
童
子
が
、

一
杯
目
は
、
大
振
り
の
茶
碗
に
ぬ
る

い
お
茶
を
七
、八
分
目
入
れ
て
出
し

ま
し
た
。「
も
う
一
杯
」
と
秀
吉
が

言
う
と
、
次
は
、
前
よ
り
少
し
熱
く

し
て
、
茶
碗
半
分
、
最
後
に
も
う
一

杯
小
振
り
の
茶
碗
に
熱
い
お
茶
を

入
れ
て
出
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
秀
吉

は
、
こ
の
童
子
が
非
常
に
目
、
気
配

り
が
で
き
る
、
側
近
に
使
う
の
に

才
が
あ
る
と
思
い
、
家
臣
に
取
り

立
て
ま
し
た
。
こ
の
童
子
が
、
後
の

石
田
三
成
で
あ
る
と
の
お
話
で
す
。

　

ど
う
で
す
か
、
子
ど
も
と
は
思
え

な
い
、
気
の
利
い
た
「
目
、
気
配
り
」

で
す
ね
。



　

毎
年
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

秩
父
市
商
店
連
盟
連
合
会
は
、
秩
父

市
内
の
商
店
街
お
よ
び
商
店
会
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
次
の
９
単
会
が

加
盟
し
て
お
り
ま
す
。

　

各
単
会
で
は
、
地
域
に
密
着
し
、
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
活
動
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

主
な
活
動
内
容

☆
秩
父
市
共
通
商
品
券
「
和
同
開
珎
」

を
発
行
（
日
本
初
の
コ
イ
ン
型
の
商

品
券
。
２
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
つ
い

て
通
常
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
市
内

36
店
舗
で
発
売
し
て
お
り
、
４
６
８

店
舗
で
使
え
ま
す
。
ご
贈
答
に
も
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

☆
市
商
連
芝
桜
ま
つ
り

☆
ジ
ョ
イ
ン
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

☆
秩
父
ま
る
ご
と
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

☆
映
画
招
待
セ
ー
ル

問 ま
す
。

　

ま
た
、
原
油
高
騰
対
策
と
し
て
も
、

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
へ
の
熱
供
給

に
木
質
資
源
を
燃
料
に
活
用
で
き
る

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
の
実
証
実
験
を

地
方
の
元
気
再
生
事
業
の
中
で
行
う
予

定
で
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
が
灯
油
等
の
輸
入
に
頼

る
化
石
燃
料
に
代
わ
り
得
る
も
の
と
し

て
、
環
境
に
や
さ
し
い
資
源
の
有
効
活

用
の
大
切
さ
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
の

未
利
用
木
質
資
源
の
利
用
方
法
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
温
浴
施
設
な
ど
も

チ
ッ
プ
の
炎
で
水
を
温
め
、
薪
で
暖
を

と
る
な
ど
地
域
の
特
性
を
活
か
し
て
、

木
の
温
も
り
の
あ
る〝
お
も
て
な
し
の

心
〞の
醸
成
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
対
策
課
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木
材
や
薪
炭
の
利
用
を
通
じ
て
、
良

好
に
保
た
れ
て
い
た
森
林
は
、
木
材
価

格
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
、
荒
廃
が
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
。
水
源
か
ん
養
や
二
酸

化
炭
素
の
吸
収
と
酸
素
の
供
給
な
ど
の

公
益
的
機
能
の
向
上
、
森
林
再
生
の
た

め
に
は
、
人
が
山
に
入
っ
て
手
を
入
れ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
豊
富
な
未
利
用

の
森
林
資
源
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の

活
用
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
と
循
環
型

社
会
の
形
成
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
に

効
果
が
出
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

温
暖
化
防
止
の
た
め
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出

削
減
は
急
務
で
あ
り
、
国
内
お
よ
び

国
際
社
会
で
は
、
二
酸
化
炭
素
の
大
幅

な
削
減
に
向
け
た
議
論
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
将
来
を
託
す
子
ど
も
た
ち
の

生
活
や
、
温
暖
化
の
進
行
を
や
わ
ら
げ
、

良
好
な
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、
化
石

燃
料
に
依
存
し
な
い
地
域
資
源
を
活
用

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
、現
在「
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
作
業
を
行
っ
て
い

有効活用が期待される森林資源

秩
父
市
商
店
連
盟

連
合
会

環
境
と
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
り
組
み

地
域
資
源
を
活
用
し
た
魅
力
ア
ッ
プ

ジョイントフェスティバル
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上
町
商
栄
会
、
中
町
商
栄
会
、
本

町
商
栄
会
、
東
町
商
店
街
協
同
組
合
、

番
場
商
店
街
振
興
組
合
、
み
や
の
か

わ
商
店
街
振
興
組
合
、
相
生
町
商
工

親
睦
会
、
上
野
町
商
進
会
、
Ｋ
Ｓ
Ａ

影
森
名
店
会

　

そ
の
他
、
各
単
会
で
は
ナ
イ
ト
バ

ザ
ー
ル
や
お
い
ら
ん
道
中
、
七
夕
ま
つ

り
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

問
秩
父
商
工
会
議
所
内

　

秩
父
市
商
店
連
盟
連
合
会
事
務
局
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秩父映画祭の開催



　

最
近
の
活
動
で
は
、「
パ
レ
オ
エ
ク
ス

プ
レ
ス
」
奥
秩
父
浪
漫
号
と
い
う
特
別
企

画
の
Ｓ
Ｌ
列
車
の
中
で
、
着
物
を
着
て
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
お
し
ぼ
り
な
ど
を
配
布

し
、
観
光
ア
ピ
ー
ル
に
努
め
、
海
外
か
ら

の
観
光
団
に
も
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
か
ら
工
房
に
お
い
て
、

古
布
、
着
物
、
雑
貨
等
を
扱
い
な
が
ら
、

少
し
で
も
街
内
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
せ

た
ら
と
「
軒
下
市
」
を
始
め
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ち
ち
ぶ
ま
ち
づ
く
り
工
房

の
女
性
分
科
会
「
知ち

々ち

布ふ

・
織お

り

女ひ
め

の

会か
い

」
で
は
、
お
互
い
様
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
、つ
ど
う
（
交
流
）、つ
む
ぐ
（
知
恵
）、

つ
な
ぐ
（
次
世
代
）
を
三
柱
に
、
自
分

た
ち
の
で
き
る
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

番
場
町
出
張
所
通
り
に
あ
る
、
ち
ち

ぶ
ま
ち
づ
く
り
工
房
事
務
所
を
拠
点
に
、

月
一
回
、
月
待
ち
会
を
公
開
し
、
会
員

相
互
で
講
師
、
生
徒
に
な
り
学
び
あ
う

中
で
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
を
使
っ

て
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
積
極
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
町
内
の
四
季
折
々
の
行
事

の
際
に
、
着
物
着
付
お
助
け
処
と
し
て

開
放
し
た
り
、
和
の
勉
強
の
場
と
し
て

織
女
塾
を
開
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

知ち

々ち

布ふ

・
織お

り

女ひ
め

の
会か

い

まちづくり工房での「軒下市」

25

い
の
が
一
番
の
悩
み
で
す
が
、
会
員
が

少
な
く
な
っ
て
も
会
員
同
士
、
手
を

取
り
合
っ
て
１
年
の
事
業
計
画
を
た
て
、

毎
月
の
行
事
食
の
勉
強
会
や
、
い
ろ
い

ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
会
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
味
、
忘
れ
得
ぬ
ふ
る
さ

と
の
温
も
り
を
、
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま

で
も
若
い
人
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
・
・
・
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
と
楽
し
く
活
動
が
で

き
る
こ
と
と
、
味
の
伝
承
師
と
し
て
新

た
な
会
員
が
加
わ
る
こ
と
を
期
待
し
な

が
ら
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
秩
父
市
吉
田
ふ
る
さ
と
の
技
術
伝
承
推

進
協
議
会（
吉
田
総
合
支
所
地
域
振
興
課
内
）

　

☎
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戦
後
日
本
の
復
興
は
目
覚
ま
し
く
、

文
化
国
家
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
古
い
も

の
は
何
も
か
も
捨
て
去
る
よ
う
な
時
の

流
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
立
ち
向

か
っ
て
、祖
先
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た「
ふ

る
さ
と
の
味
」
を
残
そ
う
と
、
昭
和
53

年
に
「
吉
田
町
郷
土
食
研
究
会
」
が
誕

生
し
、
昭
和
54
年
に
県
の
補
助
事
業
を

受
け
て
「
秩
父
市
吉
田
ふ
る
さ
と
の
技

術
伝
承
推
進
協
議
会
」
を
発
足
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
の
会
員
数
は
約
60
人
、
吉

田
独
自
の
名
人
を
作
り
、
伝
承
師
と
し

て
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
味

の
部
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
郷
土
料
理

に
お
け
る
多
く
の
名
人
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

30
年
も
の
長
い
間
続
い
て
い
る
伝
承

師
の
会
も
、
会
員
が
高
齢
化
し
て
い
ま

す
。
若
い
人
た
ち
は
お
勤
め
で
忙
し
い

な
ど
、
入
会
し
て
も
ら
え
る
人
が
い
な

秩
父
市
吉
田
ふ
る
さ
と
の
技
術

伝
承
推
進
協
議
会

　

地
域
を
元
気
に
す
る
居
場
所
、
拠
点

づ
く
り
と
し
て
何
か
で
き
る
か
、
ど
う

す
れ
ば
良
い
か
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
な

が
ら
、
女
性
特
有
の
感
性
を
横
糸
に
し

て
、自
ら
の
手
で
知
々
布
（
秩
父
の
街
）

を
織
り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
一
度
工
房
を
の
ぞ

き
に
来
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
一
緒

に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ち
ち
ぶ
ま
ち
づ
く
り
工
房

知ち

々ち

布ふ

・
織お

り

女ひ
め

の
会か

い

　

☎
24

－

７
７
７
５

奥秩父浪漫号での“おもてなし”

手
打
ち
う
ど
ん
・
田
舎
寿
司
・
柏か

し
わ

餅
・

つ
と
っ
こ
・
酢
ま
ん
じ
ゅ
う
・
茶
ま

ん
じ
ゅ
う
・
え
び
し
・
け
ん
ち
ん
汁
・

ゆ
ず
巻
き
・
ま
ゆ
玉
・
お
っ
き
り
こ
み
・

い
も
田
楽
・
小
豆
ぼ
う
と
う
・
秩
父

そ
ば
・
お
萩（
ぼ
た
も
ち
）・
田
舎
豆
腐
・

栗
赤
飯
・
す
り
こ
ん
に
ゃ
く
・
た
ら

し
焼

「たらし焼き」

「おっきりこみ」

「ゆず巻き」

「けんちん汁」

「えびし」

「つとっこ」



2008年９月号

　

秩
父
の
総そ

う

鎮ち

ん

守じ

ゅ

で
あ
る
秩
父
神
社
は
、

秩
父
盆
地
の
中
心
に
あ
る
「
は
は
そ
の

森
」
の
中
で
武
甲
山
を
仰
い
で
鎮
座
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
創
建
に
つ
い
て
は
、『
旧く

事じ

記き

』

国こ

く

造ぞ

う

本ほ

ん

紀ぎ

に
、
崇す

神じ

ん

天て

ん

皇の

う

の
御み

世よ

（
古

墳
時
代
）、
知ち

知ち

夫ぶ

彦
ひ
こ
の

命
み
こ
と

が
国

く
に
の
み
や
つ
こ

造
に
任

命
さ
れ
、
大

お
お
み
か
み神
を
祀ま

つ

っ
た
と
の
記
述
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
秩
父
神
社
の

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

平
安
時
代
末
期
、
平へ

い

姓せ

い

秩
父
氏
に

よ
っ
て
、
市
内
宮
地
地
内
に
北
斗
七
星

の
信
仰
を
伴
う
妙

み
ょ
う

見け

ん

菩ぼ

薩さ

つ

を
祀
る
妙
見

宮
が
勧か

ん

請
じ
ょ
う

（
分
霊
を
他
の
神
社
に
移
し

て
鎮
祭
す
る
こ
と
）
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

鎌
倉
時
代
末
期
に
秩
父
神
社
が
落
雷
に

よ
り
焼
失
し
、
し
ば
ら
く
し
て
再
建
さ

れ
る
と
、妙
見
宮
が
合ご

う

祀し

（
一
つ
の
神
社

に
複
数
の
祭
神
が
祀
ら
れ
る
こ
と
）
さ

れ「
妙
見
宮
秩
父
神
社
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
降
、
明

治
時
代
の
神

仏
分
離
の
政

策
に
よ
り
、

秩
父
神
社
と

旧
称
に
戻
る

ま
で
「
妙
見

宮
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
、
秩
父
地
域
は
、
田
も
少

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
年
貢
を
米
で
は
な

く
金
納
と
し
て
い
ま
し
た
。
農
民
は
養

蚕
を
生な

り

業わ

い

、
絹
織
物
を
副
業
と
し
て
市い

ち

で
現
金
収
入
を
得
て
い
ま
し
た
。

　

大
宮
郷
は
、
毎
月
１
日
と
６
日
が
市

日
で
、
生
糸
や
絹
織
物
が
市
の
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
絹
仲
買
商
人
を
通
し
て

各
地
の
商
人
が
買
い
入
れ
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
11
月
１
日
か

ら
６
日
の
間
は
絹
大
市
が
開
か
れ
、
多

く
の
取
り
引
き
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
が
、
旧
暦

に
行
わ
れ
て
い
た
秩
父
神
社
例
大
祭
に

あ
た
り
ま
す
。

　

♪
「
秋あ

き

蚕ご

仕し

舞も

う
て
麦
播ま

き
終
え
て

秩
父
夜
祭
待
つ
ば
か
り
」
と
秩
父
音
頭

に
あ
る
よ
う
に
、
秩
父
祭
は
、
市
と
密

接
な
関
係
を
持
ち
な
が
ら
発
展
し
た
農

家
の
収
穫
祭
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
人
々
は
、
こ
の
祭
り
を
女
神

で
あ
る
妙
見
様
が
、
男
神
の
武
甲
山
様

Ｑ１　12月２日の前夜祭は何というでしょうか？
①舞

まいまつり

祭　②宵
よいみや

宮　③観
かんこうさい

光祭
Ｑ２　お旅所の手前にある急坂の名称は？

①団
だ ん ご ざ か

子坂　②視
み る め ざ か

目坂　③桜坂
おもてなしクイズ
※解答は28ページの欄外

秩　

父　

祭

い
つ
で
も
見
ら
れ
る「
秩
父
夜
祭
」

　

秩
父
神
社
の
近
く
に
あ
る
「
秩
父
ま

つ
り
会
館
」
で
は
、
豪
快
な
秩
父
屋
台

ば
や
し
の
中
、
秩
父
夜
祭
さ
な
が
ら
の

豪
華
な
笠
鉾
・
屋
台
が
目
前
で
見
ら
れ
、

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
迫
力
で
す
。

☆
入
館
料　

一　
　

般
４
０
０
円

　
　
　
　
　

小
中
学
生
２
０
０
円

☆
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
12
月
～
３
月
は
午
前
10
時
開
館

※
入
館
は
、
閉
館
時
間
の
30
分
前
ま
で

と
な
り
ま
す
。

秩
父
夜
祭
の
と
き
は
開
館
時
間
を
延
長

し
ま
す

■
12
月
２
日
㈫
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

■
12
月
３
日
㈬
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

※
休
館
日
…
毎
月
第
４
・
５
火
曜
日
（
祝

日
の
場
合
は
開
館
）
お
よ
び
12
月
29

日
～
１
月
１
日

問
秩
父
ま
つ
り
会
館
☎
23

－

１
１
１
０

　

12
月
２
、
３
日
は
、
豪ご

う

華か

絢け

ん

爛ら

ん

な
笠

鉾
・
屋
台
が
屋
台
ば
や
し
の
力
強
い
リ

ズ
ム
に
乗
っ
て
曳ひ

き
廻ま

わ

さ
れ
ま
す
。
江

戸
時
代
か
ら
今
日
ま
で
、
時
の
名
工
た

ち
の
手
に
よ
り
度
重
な
る
修
理
・
新
調

さ
れ
て
き
た
笠
鉾
・
屋
台
。
今
年
は

祭
り
の
歴
史
を
思
い
な
が
ら
、
ご
覧
に

な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
文
化
財
保
護
課
☎
22

－

２
４
８
１

と
年
に
一
度
会
う
た
め
の
祭
り
と
も
伝

え
て
き
ま
し
た
。

  

現
在
盛
大
に
行
わ
れ
、
伝
統
を
忠
実

に
守
り
伝
え
て
い
る
秩
父
神
社
の
祭
礼

に
は
、
人
び
と
が
忘
れ
か
け
て
い
る
信

仰
の
原
点
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
は
、

毎
年
４
月
４

日
に
山
の
神

を
田
の
神
と

し
て
里
に
招

く
御お

田た

植う

え

祭さ

い

で
、
水み

な

口く

ち

と

し
て
使
わ
れ

た
「
藁わ

ら

の
龍
」

が
、
12
月
３

日
の
例
大
祭
で
は
御ご

神し

ん

幸こ

う

行
ぎ
ょ
う

列れ

つ

の
榊

さ
か
き

神み

輿こ

し

に
乗
っ
て
登
場
す
る
と
こ
ろ
に
現
れ

て
お
り
、
五
穀
の
収
穫
を
感
謝
す
る
祈

り
と
と
も
に
、
秩
父
祭
で
田
の
神
を
山

の
神
と
し
て
送
る
と
い
う
重
要
な
古
代

信
仰
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

妙見信仰を伝える扁
へんがく

額
（秩父神社所蔵）

古代信仰を伝える御神幸行列

歴史と伝統を重ねる秩父祭

26

中宮地町にある「妙見塚」
県指定有形文化財「秩父神社 社殿」



�

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
お
馴
染
み
の
「
多
胡 

肇

先
生
」
を
お
迎
え
し
て
、
ラ
ジ
オ
体
操

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

　

正
し
く
実
践
す
る
と
約
60
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
を
消
費
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

全
身
運
動
で
効
果
抜
群
の
ラ
ジ
オ
体
操

を
習
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

11
月
29
日
㈯
、
12
月
13
日
㈯

午
後
４
時
30
分
～
６
時
30
分（
同
内
容
）

と
こ
ろ　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
セ
ン
タ
ー

（
旧
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
体
育
館
）

対　

象　
会
場
へ
自
力
で
来
場
で
き
る
方

申
・
問
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25

－

５
２
３
０

ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会

22

と　

き　

平
成
21
年
１
月
18
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
10
分
集
合

と
こ
ろ　

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
学
在
勤
の
方

（
１
チ
ー
ム
４
人
で
の
応
募
）

募
集
数　

80
チ
ー
ム
（
申
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

部　

門　

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
、
初
心
者

の
部
、
一
般
の
部
（
経
験
者
）

※
一
般
の
部
の
み
、
男
女
混
合
で
参
加
す

る
場
合
は
男
性
２
人
ま
で
と
し
ま
す
。

参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
，０
０
０
円（
当

日
集
金
）

持
ち
物　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

申
12
月
５
日
㈮
ま
で
に
、
市
民
ス
ポ
ー

ツ
課
（
☎
25

－

５
２
３
０
）
へ
申
込
み

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

24

と　

き　
11
月
30
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

と
こ
ろ　

市
営
第
一
弓
道
場

参
加
資
格　

次
に
該
当
す
る
弓
道
経
験
者

中
学
生　

市
内
中
学
校
在
学
生

高
校
生　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
高
校

在
学
生

一　

般　

市
内
在
住
在
勤
ま
た
は
市
弓

道
連
盟
会
員

競
技
方
法　

近
的
に
よ
る
団
体
・
個
人
競

技
と
し
、
団
体
は
１
チ
ー
ム
３
人
で
各

自
６
射
の
計
18
射
。
個
人
は
団
体
要
件

を
備
え
な
い
参
加
者
の
方
。

賞　

典　

的
中
数
か
ら
団
体
３
位
・
個

人
５
位
ま
で
、
賞
状
・
賞
品
等
を
授
与
。

入
賞
も
れ
の
方
に
は
参
加
賞
を
授
与
。

申
11
月
25
日
㈫
ま
で
に
、
参
加
申
込

書
に
記
入
し
、
秩
父
市
弓
道
連
盟
会
長

新
井
一
隆
宅
（
☎
・

22

－

４
１
３
９
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第
57
回 

市
民
弓
道
大
会

26　

障
が
い
者
支
援
施
設
さ
や
か
（
さ
や

か
学
園
）
で
は
、
地
域
の
方
と
障
が
い

者
の
交
流
と
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
、
さ

や
か
の
つ
ど
い
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

11
月
23
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

さ
や
か
（
山
田
）

内　

容　

利
用
者
作
品
販
売
、
模
擬
店
、

く
じ
、
バ
ザ
ー
、
産
直
品
販
売
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
等
（
ご
来
場
の
方
全
員
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。）

問
さ
や
か
☎
24

－

９
９
５
１

第
８
回 

さ
や
か
の
つ
ど
い

27

ア
ン
チ
オ
ッ
ク
協
会

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

25と　

き　

12
月
14
日
㈰
午
後
4
時
30
分

受
付
、
５
時
開
会

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ

の
森
コ
テ
ー
ジ
ホ
ー
ル
（
送
迎
バ
ス
あ
り
）

内　

容　

サ
ッ
ク
ス
四
重
奏
団
の
演
奏

と
楽
し
い
ゲ
ー
ム
（
景
品
あ
り
）、
ク

リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
合
唱
な
ど

参
加
費　

大
人
３
，
０
０
０
円
（
協
会

会
員
２
，
５
０
０
円
）、
小
学
生
２
，

０
０
０
円

定　

員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
締
切　

11
月
26
日
㈬
ま
で

申
ア
ン
チ
オ
ッ
ク
協
会　

関
根
宅

　

☎
23

－

１
８
１
８

秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ

と　

き　
12
月
13
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

宮
地
児
童
館

対　

象　

小
学
生

内　

容　

リ
ー
ス
作
り
（
材
料
は
ご
用

意
し
ま
す
。）、
映
画
会
、
ゲ
ー
ム
大
会

参
加
費　

無
料

定　

員　

30
人

申
12
月
６
日
㈯
ま
で
に
、
宮
地
児
童

館
に
あ
る
申
込
用
紙
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
の
で
徒
歩
、

自
転
車
な
ど
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
宮
地
児
童
館
☎
24

－

１
７
０
０

宮
地
児
童
館「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

23

と　

き　

11
月
29
日
㈯
午
前
10
時
10
分

～
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

秩
父
養
護
学
校

内　

容　

児
童
生
徒
の
作
品
展
示
、
作

業
学
習
の
製
作
品
発
売
、
学
習
活
動
紹

介
、
バ
ザ
ー
な
ど

問
秩
父
養
護
学
校　

引
間
・
高
野

　

☎
24

－

１
３
６
１

秩
養
か
が
や
き
祭

28　

精
神
障
が
い
者
の
方
を
雇
用
す
る
企
業

と
、
ご
本
人
に
よ
る
体
験
報
告
や
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

と　

き　
12
月
12
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館

対　

象　

精
神
障
が
い
を
持
つ
方
お
よ

び
そ
の
ご
家
族
、
精
神
障
が
い
者
の
方

の
雇
用
を
考
え
て
い
る
企
業

参
加
費　

無
料

問
秩
父
障
が
い
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

キ
ャ
ッ
プ
☎
22

－

２
８
７
０

働
き
方
い
ろ
い
ろ　

雇
い
方
い
ろ
い
ろ

働
く
人
と
企
業
の
集
い

29

ち
ち
ぶ
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
写
真
展

30と　

き　

11
月
21
日
㈮
～
25
日
㈫
午
前

９
時
30
分
～
午
後
６
時
（
21
日
は
午
後

１
時
か
ら
、
25
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

地
場
産
セ
ン
タ
ー
２
階

※
純
益
は
、
年
末
助
け
合
い
と
し
て
、

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
贈
し
ま
す
。

問
ち
ち
ぶ
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ　

笠
原
宅

　

☎
22

－

２
７
３
０



2008年11月号 �

荒
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　

企
画
展

31と　

き　

11
月
30
日
㈰
ま
で
（
毎
週
月

曜
日
お
よ
び
11
月
25
日
㈫
は
休
館
で
す
。）

展
示
資
料

①
平
成
の
大
改
修
を
終
え
た
半
縄
の
笠

鉾
の
花
飾
り
や
そ
の
他
資
料

②
秩
父
の
美
術
家 
井
上
甲こ

う

山ざ
ん

の
衝つ

い

立た
て

四
曲
を
屏び

ょ
う

風ぶ

に
作
り
変
え
た
作
品

（
下
日
野
区
寄
贈
）

③
和
算
家
（
数
学
者
）
が
発
見
し
た

問
題
・
解
法
を
絵
馬
に
し
て
信
仰
し

て
い
る
千
手
観
音
に
奉
納
し
た
算
額

（
船
川
区
寄
託
）

④
そ
の
他
新
収
蔵
資
料

入
館
料　

無
料

問
荒
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

☎
54

－

１
０
５
８

　芸術文化会館での催し

〔各種作品展などに芸術文化会館をご利用ください〕
　芸術文化会館では、皆さんの作品発表の場とし
て展示室の貸出し、作品制作の活動の場として、会
議室の貸出しを有料で行っています。個展、仲間
展など各種作品展会場としてぜひご利用ください。
問芸術文化会館　☎２２－２４０６

32

休館日　月曜日（祝日にあたる場合はその翌日）
　　　　年末年始（12月29日～１月３日の６日間）
開館時間　午前９時～午後５時

と　　き 内　　　容 会　場

₁₁月₁₂日㈬～
₂₂日㈯

≪煌めく女流画家展≫
最終日は午後３時まで

展示室１～４
会議室２･４
（入場無料）

₁₁月₂₃日㈰～
₃₀日㈰

≪秩父墨画会　水墨画展覧会≫
～秩父巡礼の里を描く～

初日は午後１時～（最終日は午後３時まで）
展示室１～３
（入場無料）

₁₂月６日㈯～
₁₄日㈰

≪齋藤良雄－自然の記憶を拓
たく

す－≫
初日は正午～（最終日は午後３時まで）

展示室１
（入場無料）

毎週木曜日
午前９時～午後５時

齋藤麗子『押し花教室』
（途中昼休みあり） 会議室３

毎週金曜日
午前９時₃₀分～正午

赤岩智恵子『視線の果て絵画教室』
※生徒募集中 会議室３

毎月第２･４土曜日
午前９時～午後５時

ミル・フールNora　河嵜妙子『押し花教室』
（途中昼休みあり） 会議室３

毎週日曜日
午後３時～５時

赤岩智恵子『こども絵画教室』
※生徒募集中（対象：幼児・小中学生） 会議室３

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
バ
レ
エ
「
世
界
の
子

供
た
ち
」
を
始
め
、
古
典
の
名
作
「
シ

ン
デ
レ
ラ
全
幕
」
を
公
演
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
23
日
㈰
午
後
４
時
開
演

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料
（
整
理
券
が
必
要
）

問
ク
ボ
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー

　

☎
23

－

３
９
７
０

　

愛
唱
歌
か
ら
合
唱
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
ま

で
幅
広
く
歌
い
ま
す
。

と　

き　

11
月
23
日
㈰
午
後
１
時
30
分

開
場
、
２
時
開
演

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

入
場
料　

無
料

問
秩
父
混
声
合
唱
団　

柳
原

　

☎
23

－

６
２
３
４

と　

き　

11
月
30
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館

講　

演　
「
食
が
あ
ぶ
な
い
・
守
り
た

い
命
」

講　

師　

山
田　

昇
先
生
（
秩
父
農
工

科
学
高
等
学
校
講
師
）

参
加
費　

２
０
０
円

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

小
さ
い
お
子
さ
ん
の
保
育
も
実
施
し

ま
す
。

問
秩
父
教
育
会
館
☎
23

－

２
８
３
０

第
₃₄
回 

秩
父
母
親
大
会

35

　

お
母
さ
ん
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し

た
り
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
気

ま
ま
に
参
加
で
き
る
楽
し
い
場
所
で
す
。

と　

き　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

ち
ち
ぶ
幼
稚
園

参
加
費　

無
料

対　

象　

０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方

園
庭
開
放　

つ
ど
い
の
広
場
の
開
催
日

時
に
合
わ
せ
て
園
庭
を
開
放
し
ま
す
。

※
園
庭
開
放
中
の
ケ
ガ
、
事
故
等
に
つ

い
て
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

子
育
て
相
談　
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ブ
ロ
グ　

URLh
ttp

://b
lo

g
.liv

e
d

o
o

r.jp
/

n
p
o
h
ap

p
ycafe/

※
11
月
24
日
㈪
・
㈷
、
11
月
28
日
㈮
、

12
月
３
日
㈬
の
行
事
は
お
休
み
し
ま

す
。
な
お
、
12
月
３
日
の
秩
父
夜
祭

の
前
後
は
駐
車
場
が
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
事
業
は
市
が
「
特
定
非
営
利
活

動
法
人
秩
父
こ
み
に
て
い
」
へ
委
託

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
ち
ち
ぶ
幼
稚
園
☎
22

－

１
３
８
５

つ
ど
い
の
広
場
「
は
っ
ぴ
ー
」

37

秩
父
芸
術
祭
参
加
イ
ベ
ン
ト

第
₃₀
回 

ク
ボ
バ
レ
エ

　
　

ア
カ
デ
ミ
ー
発
表
会

33

秩
父
芸
術
祭
参
加
イ
ベ
ン
ト

秩
父
混
声
合
唱
団

第
₂₄
回 

定
期
演
奏
会

34

親
子
で
楽
し
む

「
に
こ
に
こ
広
場
」

36　

乳
幼
児
期
を
親
子
で
楽
し
く
過
ご
す

ヒ
ン
ト
を
お
届
け
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
29
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

横
瀬
町
民
会
館
（
か
わ
せ
み

会
館
）
２
階
視
聴
覚
室

対　

象　

０
歳
か
ら
４
歳
く
ら
い
ま
で

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内　

容　

読
み
聞
か
せ
、
教
具
遊
び

参
加
費　

無
料

申
・
問
「
い
わ
ざ
く
ら
」
新
井

　

☎
24

－

４
７
１
６

おもてなしクイズの解答　Ｑ１　①宵宮　　Ｑ２　②団子坂



�

　

和
銅
奉
献
１
３
０
０
年
記
念
事
業
の

史
跡
な
ど
を
、
紅
葉
の
中
で
散
策
し
、

家
族
で
森
林
浴
を
楽
し
み
健
康
づ
く
り

と　

き　

11
月
30
日
㈰
午
前
８
時
30
分

～
午
後
２
時
、
和
銅
黒
谷
駅
集
合
・
解

散
（
小
雨
決
行
）

コ
ー
ス　

和
銅
黒
谷
駅
→
内
田
家
住
宅

→
和
銅
の
径み

ち

→
聖
神
社
→
和
銅
遺
跡
、

採
掘
跡
→
美
の
山
→
和
銅
黒
谷
駅

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
な
ど
を
持
参

そ
の
他　

参
加
賞
の
贈
呈
が
あ
り
ま
す
。

申
11
月
22
日
㈯
ま
で
に
左
記
へ
☎
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
秩
父
市
健
康
づ
く
り
連
絡
協
議
会

　

浜
中
宅
☎
24

－

１
４
１
８

　

柳
田
宅
☎
22

－

３
４
５
３

　

内
田
宅
☎
23

－

１
５
７
８

と　

き　

12
月
14
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

東
京
大
学
演
習
林
影
森
苗
畑

※
国
道
１
４
０
号
の
押
堀
橋
交
差
点
か

ら
金
仙
寺
通
り
に
入
り
直
進
、
左
側
。

な
お
、
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

徒
歩
か
自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

内　

容　

ミ
ニ
門
松
、
リ
ー
ス
、
ド
ン

グ
リ
を
使
っ
た
工
作
な
ど

参
加
費　

無
料
（
た
だ
し
手
作
り
体
験

や
工
作
は
材
料
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。）

問
東
京
大
学
演
習
林
☎
22

－

０
２
７
２

東
大
演
習
林
「
影
森
祭
」

39

い
つ
ま
で
も　

若
々
し
く　

パ
ワ
フ
ル
に

憩
い
の
家
い
き
い
き
教
室

40と　

き　

12
月
８
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

高
齢
者
憩
い
の
家
（
中
村
児

童
館
）
集
会
室

内　

容　

懐
か
し
の
８
ミ
リ
映
画
「
昭

和
の
秩
父
」
の
上
映

講　

師　

津
久
井
利
夫
先
生

対　

象　

60
歳
以
上
の
方
（
定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
60
歳
未
満
も
可
）

定　

員　

30
人

参
加
費　

無
料

申
11
月
17
日
㈪
か
ら
高
齢
者
憩
い
の

家
（
☎
22

－
０
７
１
３
）
へ
☎
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
者
介
護
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
７
４

●
草
履
作
り
と
縄
な
い
体
験

と　

き　

11
月
16
日
㈰
、
23
日
㈰
、
30

日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

埼
玉
県
森
林
科
学
館

内　

容　

竹
の
皮
・
裂
き
布
を
使
っ
た

草
履
作
り
と
ス
カ
リ
作
り
に
使
う
ス

ゲ
を
使
っ
た
縄
な
い
体
験
（
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
に
し
ま
す
。）

参
加
費　

草
履
：
１
，
５
０
０
円
、
縄

な
い
：
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

募
集
人
数　

各
日
１
～
５
人
（
申
込
順
）

申
・
問
彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
管
理
事

務
所
☎
56

－

０
０
２
６

「秩父市よいまちモニター」会員募集中！
詳しくは、秩父市ホームページからどうぞ ←QRコード読み取り機能付の携帯電話は

　こちらから

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

「
紅
葉
の
和
銅
遺
跡
と
美
の
山
」

38

　
「
ひ
き
こ
も
り
」
を
し
て
い
る
本
人
、

家
族
、
関
係
者
も
一
緒
に
学
び
、
考
え

て
い
き
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

12
月
９
日
㈫

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　

秩
父
保
健
所
大
会
議
室

内　

容　

ひ
き
こ
も
り
か
ら
回
復
し
た

当
事
者
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
職

員
、
若
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
に

よ
る
講
話

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

11
月
28
日
㈮
ま
で

申
・
問
秩
父
保
健
所 

保
健
予
防
推
進

担
当
☎
22

－

３
８
２
４

ひ
き
こ
も
り
研
修
会

41

と　

き　

12
月
20
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

石
間
交
流
学
習
館

内　

容　

午
前
：
そ
ば
打
ち
体
験
→
昼

食
→
午
後
：
ミ
ニ
門
松
作
り
体
験

対　

象　

直
接
会
場
に
来
ら
れ
る
方

参
加
費　

２
，
０
０
０
円
（
秩
父
事
件

資
料
等
見
学
、
昼
食
、
保
険
代
含
む
）

定　

員　

30
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
し
、
応
募
者
が
10
人
に
満
た

な
い
場
合
は
中
止
と
し
ま
す
。）

申
12
月
11
日
㈭
ま
で
に
、
参
加
者
全

員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎
を
明
記

し
て
、
は
が
き
ま
た
は

で
左
記
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
吉
田
総
合
支
所　

〒
３
６
９

－

１
５

９
２
下
吉
田
６
５
８
５

－

２

　

☎
72

－

６
０
８
３

77

－

１
５
２
９

そ
ば
打
ち
・

　
　

ミ
ニ
門
松
作
り
体
験

42●
コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り
体
験 

と　

き　
12
月
７
日
㈰
午
後
１
時
～
３
時 

参
加
費　

５
０
０
円 

（
当
日
は
５
ℓ
の

容
器
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

定　

員　

15
人
（
抽
選
） 

申
11
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
（
イ
ベ
ン
ト
名
・
参
加
者
全
員
の
住

所
・
氏
名
・
☎
・
年
齢
を
記
入
）
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所　

〒
３
６

８

－

０
１
０
１
小
鹿
野
町
下
小
鹿
野
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☎
75

－

３
４
４
１

み
ど
り
の
村
の
催
し
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彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
の
催
し

44●
大
滝
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
（
長
期

自
然
体
験
活
動
）

と　

き　

12
月
25
日
㈭
午
後
１
時
～
28

日
㈰
午
後
１
時
（
３
泊
４
日
）

対　

象　

小
学
４
年
生
～
中
学
生

定　

員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

一
人
１
０
，
０
０
０
円
程
度

●
和
同
開
珎
ハ
イ
ク

と　

き　

12
月
10
日
㈬
午
前
10
時
集
合

対　

象　

一
般

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

一
人
１
０
０
円

申
12
月
１
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
、
☎

ま
た
は

（
事
業
名
・
住
所
・
氏
名
・

☎
を
明
記
）
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ

　

☎
55

－

０
０
１
４

55

－

０
０
６
３

大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
催
し

45
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※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（藤岡市を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/̃ishikai/）または、
藤岡多野医師会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.
html）のホームページで確認できます。

11
月
16
日

医師会休日診療所
水 野 医 院
皆 野 病 院
篠 塚 病 院

（内・小）
（ 内 ）

熊木町
山 田
皆野町
藤岡市篠塚

☎23－8561
☎22－3315
☎62－6300
☎23－9261

11
月
23
日

医師会休日診療所
石塚内科胃腸科医院
秩 父 市 立 病 院
光 病 院

（内・小）
（内・胃）

熊木町
下影森
桜木町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎24－5010
☎23－0611
☎24－1234

11
月
24
日

医師会休日診療所
横田内科・呼吸器科クリニック
皆 野 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内・呼）

熊木町
小鹿野町
皆野町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎72－7447
☎62－6300
☎52－3121

11
月
30
日

医師会休日診療所
伊古田小児科医院
秩 父 病 院
く す の 木 病 院

（内・小）
（ 小 ）

熊木町
皆野町
宮側町
藤岡市旭町

☎23－8561
☎62－4585
☎22－3022
☎24－3111

12
月
７
日

医師会休日診療所
清 水 病 院
小 鹿 野 中 央 病 院
星 野 医 院

（内・小）
（外・内・消）

熊木町
皆野町
小鹿野町
藤岡市藤岡

☎23－8561
☎62－0067
☎75－2332
☎22－0116

12
月
14
日

医師会休日診療所
岩田産婦人科医院
皆 野 病 院
井 田 医 院

（内･小）
（産・婦・内）

熊木町
番場町
皆野町
藤岡市藤岡

☎23－8561
☎24－1336
☎62－6300
☎24－3949

曜日 医療機関名 電　　話
月曜 あ ら い ク リ ニ ッ ク ☎25－2711
火曜 秩 父 市 立 病 院 ☎23－0611
水曜 秩 父 病 院 ☎22－3022
木曜 小 鹿 野 中 央 病 院 ☎75－2332
金曜 秩 父 市 立 病 院 ☎23－0611

受付時間　午後７時30分～午後10時（祝日は行いません。）
※電話で確認してから受診してください。

平日夜間小児初期救急

　

地
球
に
や
さ
し
い
乗

り
物
と
し
て
、
自
転
車

が
脚
光
を
浴
び
て
い
ま

す
。
車
で
の
移
動
を
自

転
車
に
切
り
替
え
る
と
、

二
酸
化
炭
素
の
削
減
に

つ
な
が
る
か
ら
で
す
。

　

今
年
は
、
５
月
の
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
か
ら
始

ま
り
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
自
転
車
ロ
ー
ド
大
会
、
秩

父
宮
杯
県
自
転
車
道
路
競
走
大
会
が
す
で
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
家
族
や
友
人
、
沿
道
の
皆
さ
ん
の

声
援
を
受
け
な
が
ら
、
自
分
の
前
を
選
手
た
ち
が

颯さ
っ

爽そ
う

と
快
走
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

風
に
揺
れ
る
色
鮮
や
か
な
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
を
見

た
ら
、
物
置
の
隅
に
あ
る
錆
び
つ
い
た
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

四四四
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さ
い
さ
い

さ
い
さ
い
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秩父地域の救急医療を守ろう！

　今、全国的な病院勤務医不足を背景に、救急
医療体制からの撤退や、閉鎖せざるを得ない病
院が全国で目立つようになりました。
　埼玉県内も例外ではなく、さらに秩父地域に
おいても、病院の医師確保状況は毎年深刻さを
増しています。秩父地域の夜間・休日の一般二
次救急輪番体制は、当初７病院が実施していま
したが、現在は４病院に減少し、病院勤務医の
負担はますます増えています。そのため、これ
以上二次救急輪番病院が減ると、夜間救急を行
えない日が発生してしまうことも考えられます。

　消防庁の調べでは、過去10年間で救急車搬送
患者数は51％増加しましたが、その過半数は軽
症者でした。また、「昼間は仕事があるから、あ
えて夜間に受診する」、「待ち時間が短いため夜
間に受診する」などを理由とした受診を控える
のも、救急医療を維持するために非常に重要な
ことです。

●埼玉県小児救急電話相談
　＃８０００（シャープ８０００）
　受付時間　平日（月～土曜）
　　　　　午後７時～午後11時
　　　　　休日（日曜・祝日・年末年始）
　　　　　午前９時～午後11時
●日本小児科学会ホームページ「こどもの救急」 
　URLhttp://kodomo-qq.jp/

お医者さんの負担軽減にご協力を

本当に夜間受診が
必要なのかを考えましょう

子どもの病気で夜間・休日の
　  受診判断に迷ったときは

以下のサービスもご利用ください

　地域の皆さんに地域の救急医療の現状につい
てご理解をいただき、夜間・休日の適正受診へ
のご協力をお願いします。
問市役所地域医療対策課☎２２－２２７９
　秩父保健所☎２３－２１１９
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愛の献血にご協力を

11月14日㈮ 午前９時45分～11時 吉田保健センター

問秩父保健センター献血担当☎２２－０６４８（代表）

11月
12月

保健センター
　カレンダー

日 月 火 水 木 金 土
11/16 17 18 19 20 21 22
●両親学級３日目
（秩父）

●健康相談（秩父）●４か月児健診
　（秩父）
●骨粗しょう症予
防健康相談
　（荒川）

●10か月児健診
　（秩父）

●はみがき教室
　（秩父）
●ことばの相談
　（吉田）
●親子ふれあい教
室（荒川）

●１歳６か月・３
歳児健診（吉田）

23 24 25 26 27 28 29
●ＢＣＧ予防接種
　（秩父）

●１歳６か月児健
診（秩父）

●４・10か月児健
診・BCG予防接
種（荒川）

●言語リハビリ教
室（秩父）

30 12/ １ ２ ３ ４ ５ ６
●育児相談（荒川） ●親子ふれあい教

室（荒川）
●育児相談（秩父）

７ ８ ９ 10 11 12 13
●三種混合予防接
種（秩父）

●親子ふれあい教
室（吉田）

●１歳６か月児健
診（秩父）

●健康相談・育児
相談（大滝）

●よしだ元気塾
（吉田）

●健康相談（荒川）
●育児・健康相談
（吉田）

●３歳児健診
　（秩父）

14 15 16 17 18 19 20
●ＢＣＧ予防接種
（秩父）
●言語リハビリ教
室（荒川）

●４か月児健診
（秩父）
●言語リハビリ
（吉田）

●10か月児健診
　（秩父）
●１歳６か月・３
歳児健診・歯み
がき教室（荒川）

●言語リハビリ教
室（秩父）

●ことばの相談（吉田）
●親子ふれあい教
室（荒川）

●４か月・10か
月児健診（吉田）
●ＢＣＧ予防接種
（吉田）

※詳細については、今月号14～15ページおよび10月号の「保健センターからのお知らせ」をご覧ください。
　また、３月号の市報と一緒に世帯配布した冊子「平成20年度 秩父市健康カレンダー」もご活用ください。

11月23日㈰～29日㈯は医療安全推進週間です

勤労感謝の日 振替休日

「患者さんのための３つの宣言」登録医療機関をご存じですか？
　患者さんが納得し、安心して医療を受けられるよう、埼玉
県では埼玉県医師会と協同して「患者さんのための３つの宣
言」を行う医療機関を登録し、公表しています。
　すでに県内病院の約８割が登録されており、現在は診療所
にも対象を広げ、登録医療機関の拡大に努めています。

宣言内容
①患者さんへ十分な説明を行い、同意を得て医療を提供
します。
②患者さん自身の診療情報を開示します。
③セカンド・オピニオンに協力します。

●登録医療機関は県ホームページからご覧ください
URLhttp://www.pref.saitama.lg.jp/A04/BF00/iryoannzen/
sengen.html

県内の医療機関や薬局の情報を知りたいときは
　埼玉県では、場所や診療科目・時間などの条件を入力する
と、県内の約１万か所の医療機関や薬局を検索できる「埼玉
県医療機能情報提供システム」をホームページで公開してい
ます。ぜひご活用ください。
URLhttp://www.iryo-kensaku.jp/saitama　　
問埼玉県医療整備課☎０４８－８３０－３５４１
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　10月10日に開催された矢尾グループ創業
260周年記念パーティーの席上、矢尾直秀社
長から秩父市に福祉車両（320万円相当）が
贈呈されました。
　市では、寄贈いただいた福祉車両が車椅子
対応のリフト付車両であることから、現在建
設を進めている重度の心身障がい者通所施設
の送迎用車両として活用させていただきます。

文化庁主催「本物の舞台芸術体験事業」

観劇会が開催されました

　荒川贄川地内の熊野神社で獅子舞の奉納が
行われました。この「日向の獅子舞」は、雄

お

獅
じ

子
し

、雌
め

獅
じ

子
し

、子
こ

獅
じ

子
し

と花笠、笛方、歌方等
からなり、三頭の獅子は、「五つ紋」の紋付
袴に白足袋といういでたちで舞うのが特徴で
す。下郷区内の宮参りを済ませたあと、午後
からは地元の小中学生による五つの舞が奉納
されました。
　また、荒川中学校では３年生が総合学習で
取り組んだ「白久の串人形芝居」と「神明社
の神楽」の発表が行われました。それぞれ伝
承に携わっている方々の熱心な指導を受け、
練習の成果を発揮してくれました。

　９月28日に吉田石間漆
うるし

木
ぎ

地区の諏訪神社で
「天空だんべえ石間イベント」が開催されま
した。
　これは、諏訪神社の例大祭で漆木神楽が奉

ほ う

奏
そ う

されるのに合わせて、石間地区全体を盛り
上げようということで昨年から始まったイベ
ントです。
　当日は、地元の農産物や手打ちうどん・そ
ばなどの販売と、たらし焼き作りの体験など
が行われ、大勢のお客さんで賑わいました。

第２回

天空だんべえ石間イベント

地域に息づく伝統芸能
獅子舞・串人形芝居・神楽

矢尾グループから
福祉車両が寄贈されました

　９月26日、大滝体育館において劇団「仲間」
による児童劇「カモメに飛ぶことを教えた猫」
の観劇会が開催されました。
　これは文化庁が児童・生徒に優れた舞台芸
術を鑑賞する機会を提供するために公募した

「本物の舞台芸術体験事業」で、大滝小学校
が観劇の部の抽選により選ばれたものです。
　この児童劇では子どもたちもカモメやネズ
ミ役として参加し、照れながらも堂々とした
演技に鑑賞に訪れた人たちからも大きな拍手
が送られました。

日
ひ な た

向の獅子舞 神
しんめいしゃ

明社の神楽

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　広報広聴課　 ☎22－2505（直通）
　　　　　　　　　　　 ☎22－2211内線1296
　　　　　　　　　　 　　koho@city.chichibu.lg.jp


